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　　結果　１位　中村柔道スポーツ少年団

　　　　　２位　中村スポーツ少年団Ａ

　　　　　３位　東中筋Ｊｒソフトテニスクラブ

月月

平成18年

～１月１日現在～

総人口　38,200（－46）
　男 　18,115（－26）
　女 　20,085（－20）
世帯数　16,099（－27）

転入　  　     44人　出生　19人
転出　66人　死亡　43人

12月中のうごき

（　）内は、前月比人のうごき

■今月の写真／綱引き大会

１月９日（月）、第16回四万十市スポーツ少年団対抗綱引き大会がスポーツセンターアリー

ナで行われました。当日は市内の５つの団体から13チームが参加し、互いの力を出し合い

戦いました。応援に駆けつけた保護者、指導者の大きな歓声や、引っ張られて転がる子ど

もたちの笑い声などで、会場は大変盛り上がりました。



　今年は、四万十市商店街振
興組合連合会婦人部主催のあ
りがとうレター、カラオケ大
会、大声大会が行われました。
ありがとうレターのコーナー
に立ち寄った新成人は「これ
まで温かく見守り育ててくれ
た両親と祖父母に感謝の気持
ちを伝えたい」と心を込めて
手紙を書いていました。

　１月７日（土）に記念植樹を四
万十いやしの里で行い、紅つつ
じ３本を植えました。

　将来の夢はやさしい看護師になること。
そのため今の目標は国家試験突破！と話
す中村地域新成人代表の３人

　新市では初めてとなる今年の式典は中村地域

と西土佐地域がそれぞれ開催しました。

　１月３日（火）に西土佐地域の式典が西土佐ふ

れあいホールで開かれました。西土佐地域での

新成人は34人でそのうち30人が式典に参加しま

した。

　また、１月８日（日）には中村地域の式典が市

立文化センターで行われ、441人が新成人の仲

間入りをし、そのうち357人が式典に参加しま

した。

　新成人の皆さんはそれぞれに夢や希望を持

ち、未来に向かって活躍をすることでしょう。

第１回四万十市成人式
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中村地域（中村・具同・東山地区） 中村地域（左記以外の地区）

西土佐地域
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市長室こぼれ話／印鑑登録証が変わりました

市
長
室
こ
ぼ
れ
話

四
万
十
市
長
　
沢
田
五
十
六

No.4

　
私
は
山
や
植
物
、
木
や
草
や
花
が

大
好
き
で
す
。
ほ
と
ん
ど
毎
週
２
〜

３
時
間
山
の
中
で
過
ご
し
ま
す
。
台

風
や
大
風
で
木
が
折
れ
て
枯
枝
と
な

り
、
他
の
木
に
の
し
か
か
っ
て
い
る

の
を
見
る
と
、
茶
色
く
な
っ
て
見
栄

え
も
よ
く
な
い
し
、
第
一
、
生
木
が

重
い
だ
ろ
う
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
軍
手
と
の
こ
ぎ
り

を
持
っ
て
山
に
い
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
枯
木
は
ノ
コ
で
切
っ
て
地
面

に
落
と
し
、
「
こ
こ
で
休
み
な
さ
い
」

と
い
っ
て
横
た
え
て
や
り
ま
す
。
お

し
曲
げ
ら
れ
て
い
た
生
木
は
「
さ
あ
、

真
っ
す
ぐ
伸
び
て
い
き
な
さ
い
」
と

立
て
直
し
ま
す
。
汗
を
ひ
と
し
き
り

か
く
と
ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
、
い

い
気
分
が
し
ま
す
。

　
私
の
好
き
な
山
歩
き
の
コ
ー
ス
に

石
見
寺
の
山
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
は
ミ
ニ
88
カ
所
が
あ
り
、
札
所
と

本
尊
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
土
佐
の
国
に
は
24
番
の
室
戸
・

最
御
崎
寺
か
ら
始
ま
り
39
番
の
宿
毛
・

延
光
寺
ま
で
16
の
札
所
が
あ
り
ま
す
。

私
が
興
味
を
も
っ
た
の
は
ど
ん
な
本

尊
が
祭
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
尊
は
人
々
の
心
の
願
い

の
反
映
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
以
下
、
私
の
本
尊
に
対
す
る
思
い

を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
16
の
本
尊
の

う
ち
最
も
多
く
祭
ら
れ
て
い
る
の
は

薬
師
如
来
５
体
で
す
。
薬
師
と
は
お

医
者
さ
ん
の
こ
と
で
す
。
病
気
や
け

が
で
悩
ん
だ
人
は
わ
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
に
多
く
の
人
が
体
が
良

く
な
り
た
い
、
正
常
に
な
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
次
に

多
い
の
は
十
一
面
観
音
、
千
手
観
音
、

不
動
明
王
各
２
体
で
す
。
十
一
面
観

音
は
11
の
顔
を
持
ち
、
す
べ
て
の
方

向
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
自
分
に
目
を
向
け
て
も
ら

い
た
い
、
慈
悲
の
ま
な
ざ
し
で
う
け

と
め
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
の
現

れ
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
千
手
観
音

は
同
じ
よ
う
に
１
０
０
０
本
の
手
を

持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
悩
み
を
抱
き

と
め
、
ま
た
、
病
ん
だ
と
こ
ろ
に
さ

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
動
明
王

は
大
日
如
来
の
化
身
で
、
一
切
の
悪

魔
、
煩
悩
を
降
伏
さ
せ
る
た
め
、
念

怒
の
相
を
化
現
し
て
い
ま
す
。
身
代

わ
り
不
動
と
も
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

強
い
力
に
よ
っ
て
事
故
や
災
害
、
心

の
葛
藤
か
ら
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
残
り
の
５
体
は
虚
空
像
菩
薩
、
地

蔵
菩
薩
、
文
殊
菩
薩
、
阿
弥
陀
如
来
、

大
日
如
来
で
す
。
虚
空
像
菩
薩
の
虚

空
と
は
、
天
の
こ
と
で
あ
り
、
天
界
、

気
象
界
の
運
行
を
つ
か
さ
ど
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
天

の
恵
み
、
気
象
の
恵
み
を
求
め
る
心

の
願
い
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。
地
蔵
菩
薩
は
、
釈
迦
に
代
わ

っ
て
一
切
衆
生
の
苦
を
除
き
福
徳
を

与
え
る
菩
薩
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
子
ど
も
の
成
長
を
守
り
、
そ
の
死

後
の
苦
難
を
救
い
ま
す
。
そ
の
た
め

子
ど
も
で
も
す
が
れ
る
よ
う
に
、
仏

の
中
で
唯
一
袖
の
長
い
衣
を
き
て
い

ま
す
。
文
殊
菩
薩
は
よ
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
、
知
恵
の
与
え
手
で
す
。
知

恵
と
は
知
識
よ
り
も
深
く
、
こ
の
世

の
闇
を
照
ら
し
解
明
し
解
放
し
て
く

れ
る
力
で
す
。
次
の
阿
弥
陀
如
来
は

万
人
が
た
だ
仏
を
念
ず
る
こ
と
に
よ

り
、
限
り
な
い
慈
悲
に
よ
り
救
い
を

与
え
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
最
後
の

大
日
如
来
は
太
陽
に
象
徴
さ
れ
る
暖

か
さ
、
恵
み
の
よ
う
に
以
上
述
べ
て

き
た
す
べ
て
の
恵
み
、
力
、
生
命
を

包
含
し
ま
す
。

　
私
た
ち
も
先
祖
と
同
じ
で
す
。
新

年
を
迎
え
て
心
も
新
た
に
、
暖
か
い

心
を
も
ち
、
日
ご
と
に
私
た
ち
を
守

り
恵
ん
で
く
だ
さ
る
方
と
対
話
し
つ

つ
感
謝
の
心
で
日
々
を
歩
ん
で
い
き

た
い
と
の
願
い
に
か
ら
れ
ま
す
。
平

成
18
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
心
よ
り

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

ほ
つ 

み 

さ
き  

じ

ぼ  

さ
つ

こんな姿で山の手
入れをしています

「印鑑登録証」が変わりました
　四万十市の市章制定に伴い印鑑登録証が変更

になりましたのでお知らせします。

○２月１日より新規で登録する方には左の様式

　の印鑑登録証を交付します。

○すでに登録している方は、現在（交付済）の印

　鑑登録証をそのまま使用できますので大切に

　保管してください。

(本　　庁)市民課市民係　 （３４）１１１３

(総合支所)住民課窓口係　 （５２）１１１１

問い合わせ先

※印鑑登録証の引き換え交付は行いません。
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　12月14日（水）、西土佐地区じんけんフェスティバル第 期とし

て、「夜回り先生」として有名な水谷修さんの講演会を開きまし

た。当日は雪の舞うあいにくの天候でしたが、四万十市内外から

400人の参加がありました。

　「夜回り」の体験談や教え子の死、そして、子どもを傷つけな

いために大人ができること、しなくてはならないことについて、

時にユーモアを交え、時に厳しく話してくれました。講演を終え

た水谷さんには会場から惜しみない拍手が贈られました。

　12月14日（水）、富山地区で栽培された酒米「吟

の夢」を原料にした純米吟醸「とみやま」の試飲

会が行われました。この日はとみやま酒米生産部

をはじめ、酒づくりに関わった皆さんが一堂に集

まり、地酒の風味を味わい、その出来栄えにとて

も満足そうでした。

　来年度も純米吟醸「とみやま」の予約販売を行

う予定です。

　12月４日（日）、片魚ふるさとまつりが休校中の片魚中学

校グラウンドで行われました。当日は広告などによりお祭り

を知った方や毎年のお馴染みのお客さんなど多くの人々でに

ぎわっていました。

　手作りこんにゃくや、地元で取れた特産品など多くの品物

が並び、また、あいがもレースや山間に鳴り響く一條太鼓が

祭りを一層盛り上げていました。

　12月８日（木）、９日（金）の２日間、東山小学校の５年生50人が農業について体験学習を行いました。

　直接土や野菜に触れて農作業の大変さ、やりがい、収穫の喜びを実感してもらうと同時に美しい山・川

と共存する環境にやさしい農業を知ってもらいたいと市農林水産課が企画したものです。

　１日目の常六で行った収穫体験では、じゃがいも、かぼちゃ、にんじんの収穫をとおして農業について

だけでなく危険の回避の仕方や協力の仕方などさまざまなことを全身で学び感じていました。楽しさのあ

まり夢中で作業をした児童たちは、12月の寒空の下にも

かかわらず、作業が終わるころには額に汗が光っていまし

た。２日目の意見交換会では、前日の体験をとおして疑問

に思ったこと、興味をもったことなどをみんなで話し合い

ました。児童のなかから「昨日はじゃがいもを掘ったりし

てとても楽しかったので次は種まきなど始めからやってみ

たいと思った」という感想も聞かれました。

　児童のいきいきとした笑顔と歓声から生産者は元気をも

らい、児童たちは体験学習という貴重な体験をとおしてま

たひとまわり大きくなった充実した２日間でした。

まちの話題

■まちの話題　　四万十市公式ホームページにてご覧いただけます。ホームページアドレス　h t t p : / / www . c i t y . s h i m a n t o . l g . j p /
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　１月８日（日）、市民スポーツセンター補助グラウンドにおい

て中村方面隊の消防出初め式が行われ、また１月22日（日）には、

西土佐地区運動場において西土佐方面隊の消防出初め式が行わ

れました。これは、消防団員の士気の高揚、指揮統率と現場規律

の徹底と消防団員相互の信頼と親睦のため毎年行われています。

　消防団員や消防署員によるきびきびとした消火活動等の披露

には観覧していたみなさんから大きな拍手が送られていました。

　昨年の台風被害や、近く発生が予測される地震等で市民の防

災意識が高まっている中、消防団員の果たす役割は大きなもの

であり、地域に根ざした積極的な活動が期待されます。

　1月15日（日）に第30回マラソン大会と第21回ピッタリ

タイムレースが行われました。当日は西土佐地域の53人

が参加し、冷たい風が吹く中、子どもたちは元気いっぱ

いの走りを見せていました。また、今回の大会では一般

の部に西土佐中学校野球部の11人が参加し、大会を盛り

上げてくれました。

マラソン大会
　小学校１・２年生の部（1キロメートル）

　　男子　　宮川　仁

　　女子　　松浦　奈々香

　小学校３・４年生の部（2キロメートル）

　　男子　　横山　元紀

　　女子　　松岡　芽生

　小学校５・６年生の部（3キロメートル）

　　男子　　高屋　勇士

　　女子　　西岡　千春

　一般の部（3キロメートル）

　　森　宏樹（西土佐中）

ピッタリタイムレース
　小学校１・２年生の部　　竹　　萌絵花

　小学校３・４年生の部　　朝比奈　愛乃

　小学校５・６年生の部　　浦宗　祐

　四万十川最後の渡し「下田・初崎渡船」が、平成17年12月31日をもって廃止となりました。

　「みなと丸」は昭和51年２月に就航。定員13人の小さな船です。これまで、市民の足として、また、遍路道と

して親しまれてきましたが、船齢30年が経過し、修繕も限界となったことや旅客輸送に危険性も考えられること

など、やむなく廃止となりました。

　12月28日（水）、下田の渡し場では船頭の間崎義治さんと一重

さんご夫婦を迎え、一足早いささやかなお別れ会が行われまし

た。天候にも恵まれた当日は、県内外からのお客さんも小さな

お別れ会に参加しました。

　間崎さんは８年間「みなと丸」の船頭として勤めてきました。

「残念だけど、これも仕方がないこと。最後まできちんと務めま

す」と言葉を残し、「みなと丸」はいつもと変わらず初崎を目

指して出航しました。

結 果 （1位のみ）

　“まちの話題”では四万十市でのイベントやボランティア活動、また伝統行事やいろいろな名人・がんばっている人などとっ
ておきの話題を紹介します。このコーナーにふさわしい情報をご提供ください。
（本庁）企画広報課　ＴＥＬ(３４)６１２８　ＦＡＸ(３５)０００７（総合支所）総務課　ＴＥＬ(５２)１１１１　ＦＡＸ(５２)２１２４



広報 ６2 確定申告のご案内／市県民税・国民健康保険税申告のご案内

確
定
申
告
の
ご
案
内

確
定
申
告
の
ご
案
内

確
定
申
告
の
ご
案
内

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

申
告
の
ご
案
内

○
税
務
署
で
の
申
告
相
談
お
よ
び
申 

　
告
書
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の

税
務
署
で
の
相
談
お
よ
び
申
告
書
の

受
付
期
間
は
、

　
２
月
16
日（
木
）か
ら

　
　
３
月
15
日（
水
）ま
で
で
す
。

　
申
告
書
は
、
郵
送
ま
た
は
税
務
署

の
時
間
外
収
受
箱
に
投
か
ん
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

○
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
を
お
忘
れ 

 

　
な
く

　
平
成
17
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
17

年
12
月
31
日
の
１
年
間
に
、
個
人
か

ら
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
が
１
１
０

万
円
を
超
え
る
と
贈
与
税
が
か
か
り

ま
す
。
平
成
17
年
分
贈
与
税
の
申
告

と
納
税
は
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
で

す
。

　
な
お
、
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財

産
に
つ
い
て
、
相
続
時
精
算
課
税
制

度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
も
、
贈

与
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確

　
定
申
告
（
個
人
事
業
者
）
は
正
し

　
く
お
早
め
に

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、
３
月

31
日（
金
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
す
る

と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞

税
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
早
い
・
簡
単
・
便
利
　
申
告
書
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
！

　
わ
ざ
わ
ざ
税
務
署
や
市
役
所
に
行

か
な
く
て
も
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
定
申
告
書
用
紙
や
収
支
内

訳
書
用
紙
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

○
あ
な
た
に
と
っ
て
も
、
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
。

　
自
宅
や
事
務
所
等
に
居
な
が
ら
、

申
告
や
納
税
が
で
き
る
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作

成
し
た
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
取
り
込

み
、
電
子
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
手
続
き

の
詳
細
は
、e

-
T
a
x

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　e
-T
a
x

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x
.n
ta
.g
o
.jp

○
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

（
高
知
県
地
域

　
　

０
８
８-
８
２
５-

２
２
９
９
）

　
電
話
で
の
相
談
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
24
時
間
年
中
無
休
で
自
動
的
に
回

答
し
ま
す
。

　
利
用
す
る
際
に
は
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
用
の
コ
ー
ド
番
号
が
必
要
で
す
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
コ
ー
ド
表
は
、

税
務
署
や
市
役
所
の
窓
口
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携
帯
電

話
で
も
可
）
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  h
ttp://w

w
w
.tax

an
sw
er.n

ta.g
o.jp

 

申
告
書
の
提
出
は
、
自
分
で
書
い
て
、

郵
送
な
ど
で
、
お
早
め
に
！

○
税
務
署
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
「
所

　
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど

　
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
手
引
き
を
参
考
に
す
れ
ば
、
簡
単
に

作
成
で
き
ま
す
。
ご
自
身
で
作
成
し
、

郵
送
な
ど
で
お
早
め
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を

　
個
人
事
業
者
の
所
得
税
、
消
費
税

（
地
方
消
費
税
を
含
む
）の
納
税
の
方
法

に
、
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
、

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
手
数

が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

　
ま
た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
、
大
変
便
利

で
す
。

　
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
す
る
場

合
は
、
税
務
署
ま
た
は
預
貯
金
先
の

金
融
機
関
に
、「
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
に
せ
税
理
士
に
ご
用
心

　｢

税
金
の
相
談
は
○
○
へ｣

な
ど
の

宣
伝
を
う
の
み
に
し
た
ば
か
り
に
、

迷
惑
を
被
っ
た
と
い
う
こ
と
を
よ
く

聞
き
ま
す
。

　
税
務
相
談
は
、
税
理
士
ま
た
は
税

理
士
法
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ

と
が
、
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
せ
税
理
士
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
◆
問
い
合
わ
せ
先
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
　
中
村
税
務
署

　
　
　

（
３
５
）２
１
３
５
（
代
表
）

◎
申
告
受
付
期
間
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
度
市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
申
告
の
受
付
期
間
は
、

　
２
月
16
日（
木
）か
ら

　
　
３
月
15
日（
水
）ま
で
で
す
。

　
申
告
期
限
が
近
く
な
る
と
大
変
混
雑

し
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　
は
、
申
告
が
な
い
と
国
民
健
康
保
険

　
税
の
「
低
所
得
者
軽
減
措
置
」
の
適

　
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

　
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
方
は
申
告
が
不
要
で
す
。

○
税
務
署
に
平
成
17
年
分
の
所
得
税
の

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方
。

○
給
与
所
得
・
公
的
年
金
所
得
の
み
で

　
他
に
所
得
が
無
く
、
給
与
支
払
者
や

　
年
金
支
払
者
な
ど
か
ら
市
に
給
与
支

　
払
報
告
書
ま
た
は
公
的
年
金
支
払
報

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
作
成
！

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
必
要
項
目
を
入

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
や
消

費
税
等
の
確
定
申
告
書
等
が
簡
単
に

作
成
で
き
ま
す
。

　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
出
力
し
、

郵
送
等
で
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　h

ttp
:/
/
w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

　
そ
れ
で
も
不
明
な
場
合
は
、
次
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
　
　
０
５
７
０-

０
３
９
１
５
７

▼
受
付
時
間
等

　
平
日（
月
〜
金
）の
９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
（
祝
日
等
を
除
き
ま
す
）

（
受
付
時
間
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

○
平
成
15
年
中
の
課
税
売
上
高
が
１
０
０
０
万

円
を
超
え
る
方

○
平
成
15
年
中
の
課
税
売
上
高
が
１
０
０
０
万

円
以
下
の
方
で
、
平
成
16
年
12
月
31
日（
金
）ま

で
に｢

消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書｣

を
提

出
し
て
い
る
方

※
平
成
15
年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
０
０
０  

　
万
円
を
超
え
る
方
は
、
平
成
17
年
中
に
課
税

　
売
上
や
課
税
仕
入
が
あ
る
場
合
、
当
該
課
税

　
売
上
高
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
が

　
必
要
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

申告書
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告
書
の
提
出
の
あ
っ
た
方
。（
た
だ

　
し
、
給
与
支
払
報
告
書
や
公
的
年

　
金
支
払
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い

　
る
所
得
控
除
の
ほ
か
に
社
会
保
険

　
料
控
除
や
扶
養
控
除
等
の
控
除
を

　
受
け
る
た
め
に
は
、
申
告
が
必
要

　
で
す
）

◎
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

　
申
告
書
に
つ
い
て

○
申
告
書
は
１
世
帯
に
つ
き
１
部
お

　
送
り
し
て
い
ま
す
。

○
土
地
建
物
や
株
式
な
ど
を
譲
渡
し

　
た
場
合
に
は
、
「
分
離
課
税
用
」

　
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　「
分
離
課
税
用
」
申
告
書
の
必
要
な

　
方
や
世
帯
の
中
で
２
人
以
上
申
告

　
を
要
す
る
方
は
、
本
庁
税
務
課
市

　
民
税
係
ま
た
は
西
土
佐
総
合
支
所

　
総
務
課
税
務
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

◎
地
方
税
法
等
の
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
18
年
度
市
県
民
税
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
税
の
課
税
に
つ
い
て
変
更
が

あ
り
ま
す
。

○
平
成
17
年
１
月
以
後
に
支
払
い
を

　
受
け
て
い
る
公
的
年
金
に
つ
い
て
、

　
年
齢
65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金

　
等
控
除
額
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
以
前
の
控
除
額
に
比
べ

　
控
除
額
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

　
の
で
、
所
得
が
高
く
計
算
さ
れ
、

　
平
成
18
年
度
市
県
民
税
や
国
民
健

　
康
保
険
税
の
課
税
に
影
響
し
ま
す
。

○
平
成
18
年
度
市
県
民
税
か
ら
、
年

　
齢
65
歳
以
上
の
方
で
前
年
中
の
合

　
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以

　
下
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い
た「
老
年

　
者
控
除
」が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
平
成
18
年
度
市
県
民
税
か
ら
、
年

　
齢
65
歳
以
上
の
方
で
、
前
年
中
の

　
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

　
下
の
場
合
の
非
課
税
措
置
が
廃
止

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
年
齢

　
65
歳
以
上
の
方
で
、
平
成
17
年
中

　
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

　
以
下
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
市
県
民

　
税
は
非
課
税
で
し
た
が
、
平
成
18

　
年
度
課
税
か
ら
所
得
が
非
課
税
基

　
準
額
を
超
え
る
場
合
、
市
県
民
税

　
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
18
年
度
課
税
に
お

　
い
て
は
課
税
さ
れ
る
税
額
の
３
分

　
の
１
の
税
額
に
軽
減
し
、
平
成
19

　
年
度
課
税
に
お
い
て
は
課
税
さ
れ

　
る
税
額
の
３
分
の
２
に
軽
減
し
ま

　
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
は
通
常
の

　
税
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
18
年
度
課
税
か
ら
、
同
一
生

　
計
の
妻
で
夫
に
均
等
割
が
課
税
さ

　
れ
て
い
る
場
合
、
夫
と
同
額
の
均

　
等
割
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。（
平
成

　
17
年
度
課
税
で
は
、
夫
の
均
等
割

　
額
の
２
分
の
１
の
額
が
妻
に
課
税

　
さ
れ
て
い
ま
す
）

○
平
成
18
年
度
市
県
民
税
に
お
い
て
、

　
定
率
減
税
が
縮
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
ま
で
市
県
民
税
の
所

　
得
割
額
の
15
％
（
上
限
４
万
円
）
を

　
減
税
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18

　
年
度
か
ら
7.5
％
（
上
限
２
万
円
）に

　
縮
減
さ
れ
ま
す
。

◎
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
控
除
証
明
書
の
添
付
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
度
市
県
民
税
・
国
民
健

康
保
険
税
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
等
の
納
付
額
を
社
会
保
険
料
控

除
す
る
た
め
に
は
、
社
会
保
険
庁
の

発
行
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
申
告

書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
「
証
明
書
」

が
送
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告

書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。「
証
明
書
」

を
紛
失
し
た
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務

局
幡
多
事
務
所
で
再
発
行
で
き
ま
す
。

（
10
ペ
ー
ジ
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

◎
収
支
内
訳
書
提
出
の
お
願
い

　「
営
業
等
所
得
」、「
農
業
所
得
」
お

よ
び
「
不
動
産
所
得
」
の
場
合
は
、

適
正
な
所
得
を
算
定
す
る
た
め
、
収

支
内
訳
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
収
支
内
訳
書
」
の
内
容

を
確
認
す
る
た
め
、
収
支
明
細
の
分

か
る
も
の
（
領
収
書
な
ど
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　「
農
業
所
得
」を
有
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
米
の
農
業
所
得
標
準
（
１
反
あ
た

　
り
で
所
得
や
経
費
を
計
算
す
る
方

　
法
）
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

　
業
所
得
は
、
原
則
収
支
計
算
で
す
。

○
農
産
物
を
販
売
さ
れ
た
方
は
「
Ｊ

　
Ａ
の
農
産
物
販
売
証
明
書
」
や「
市

　
場
の
仕
切
書
」
な
ど
、
販
売
金
額

　
の
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ

　
い
。（
自
家
消
費
の
み
の
場
合
は
必

　
要
あ
り
ま
せ
ん
）

○
農
産
物
の
販
売
を
し
て
い
な
い
自

　
家
消
費
の
み
の
方
も
所
得
の
申
告

　
は
必
要
で
す
。

○
必
要
経
費
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
等
の

　
発
行
す
る
「
経
費
明
細
書
」
や
、

　
「
も
み
す
り
調
整
費
」
の
他
、｢

農

　
業
共
済
掛
金
」、「
農
業
新
聞
」、「
新

　
規
購
入
の
農
機
具
代
」
等
の
領
収

　
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
農
業

　
に
関
し
て
支
出
し
た
も
の
は
必
要

　
経
費
と
な
り
ま
す
）

○
平
成
17
年
中
に
納
付
し
た
ト
ラ
ク

　
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
軽
自
動

　
車
税
の
納
税
額
は
必
要
経
費
と
な

　
り
ま
す
。

○
「
収
支
内
訳
書
」
は
申
告
書
に
添

　
付
し
て
い
ま
す
が
、
独
自
の
様
式

　
で
も
結
構
で
す
。

◎
市
県
民
税
等
の
障
害
者
控
除
対

　
象
者
の
認
定
に
つ
い
て

　
税
法
上
の
障
害
者
控
除
は
、
通
常

「
身
体
障
害
者
手
帳
」
等
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
に
つ
い
て
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方
で
も
、
年
齢
65
歳
以

上
で
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要

介
護
度
１
〜
５
）
を
受
け
た
方
は
、

税
の
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

申
告
を
す
る
時
は
、
申
告
時
に
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　（
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
際
に
は
、｢

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書｣

が
必
要
で
す
の
で
、
中
村
地
域

の
方
は
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
電
話
３
４
―
１
１
２
０
）
へ
、西
土

佐
地
域
の
方
は
福
祉
事
務
所
分
室

（
保
健
福
祉
課
　
電
話
５
２
―

１
１

３
２
）
に
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
の
上
、
交
付
に
つ
い
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
）
　

◎
所
得
税
お
よ
び
「
簡
易
課
税
制

　
度
」
を
選
択
し
て
い
る
個
人
事

　
業
者
の
消
費
税
の
確
定
申
告
書

　
の
受
付
に
つ
い
て

▼
所
得
税
確
定
申
告
書
の
受
付

　
２
月
16
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
水
）

は
所
得
税
確
定
申
告
の
期
間
で
す
が
、

市
役
所
に
お
い
て
も
所
得
税
確
定
申

告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
分
か
ら
「
65
歳
以
上
の

方
の
公
的
年
金
控
除
額
の
縮
小
」「
老

年
者
控
除
の
廃
止
」
等
に
よ
り
、
公

的
年
金
等
か
ら
所
得
税
を
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
役
所
に
お
い
て
も
所
得
税
の
確
定

申
告
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
青
色
申
告

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い

　
る
個
人
事
業
者
の
消
費
税
確
定

　
申
告
書
の
受
付

　
２
月
16
日（
木
）か
ら
３
月
31
日（
金
）

ま
で
は
消
費
税
の
確
定
申
告
の
期
間

で
す
が
、
市
役
所
に
お
い
て
も
消
費

税
確
定
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

平
成
17
年
分
か
ら
新
た
に
消
費
税
の

課
税
事
業
者
に
な
る
個
人
事
業
者
で
、

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ
て
い
る

方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一

般
課
税（
本
則
課
税
）
の
課
税
事
業
者

に
つ
き
ま
し
て
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
●
問
い
合
わ
せ
先
●
●
●
●
●

　
（
本
庁
）税
務
課
市
民
税
係

　
　

（
３
４
）１
１
１
２（
直
通
）

　
　
　（
３
４
）１
１
１
１

　
　
　（
内
線
１
０
１
・
１
０
２
・
１
０
３
）

　
（
総
合
支
所
）総
務
課
税
務
係

　
　

（
５
２
）１
１
１
１（
代
表
）



広報 ８2 市教委だより

市教委だより

問 い 合 わ せ 先

（市）教育委員会  学校教育課
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　西土佐事務所
　　　　　　　　　　　　　　
四万十市公式ホームページ　　

ご質問・ご意見を
お寄せください

平成17年度「四万十市子育て講演会」を開催しました

西土佐地域　保・小・中・高連携教育協議会

T E L （ 3 4 ）5 4 4 5 　 F A X（３４）4 2 7 1
E -ma i l  :  s choo l@c i t y . sh iman to . l g . j p
T E L （ 5 2 ）1 1 1 0 　 F A X（５２）1 4 4 6
E-ma i l  : n -schoo l@c i ty .sh imanto . lg . jp
ＵＲＬ：http://www.city.shimanto. lg.jp/
トップページで【教育・文化】をクリックしてください。

　平成17年12月５日（月）に、早稲田大学の前橋明教授を講師としてお迎えし、「生き生きとした子どもたち

を育てるために」と題して、「四万十市子育て講演会」を開催しました。

　前橋教授は、子どもたちの生活実態調査データをもとに、乳幼児期からの発達段階に応じた睡眠や食事、

運動などの生活リズムやバランスの重要性について研究しています。子どもたちの生活リズムはこのままで

いいのか。子どもたちを支える大人たちにできることは何か。90人余りの来場者と一緒に考えることができ

ました。

　子どもたちが生き生きと活動するためには、栄養・運動・休養は必要不可欠であり、そのために食事・遊

び・早寝早起き・ふれあい体験などが重要になってきます。高知県では、子どもたちのテレビ・ビデオの視

聴時間やゲームをする時間が全国的にみても長い傾向にあり、このことは、集中力が弱い・落ち着きがない

といった傾向と関連があるとのことです。

　また、子どもたちの活動を一日の生活リズムから考えると、やはり早寝・

早起きや朝食・排便が大切な要素であり､午後３時からの十分な運動・遊び

が生活リズムをつくるうえで重要だというお話がありました。

　子どもたちの生活リズムの改善は、高知県内の保育所などでも取り組まれ

ており、何かひとつが良くなればより良いサイクルにつながっていくことに

なり、家庭でもぜひ参考にしてほしい講演内容でした。

　12月26日（月）に、西土佐ふれあいホールで、第２回西土佐地域保・小・中・

高連携教育協議会を実施しました。西土佐地域における連携教育について、

この協議会の内容をお知らせします。

【中・高の進路状況】　

　最初に、平成17年度の進路状況を西土佐中学校と西土佐分校が発表しま

した。中学校からは、今年度から高校入試が変わり、入試に向けての対応を

早めなくてはいけなくなったなどの報告がありました。また、西土佐分校の

就職状況については、本人の希望にそったところにほぼ内定しているとのこ

【小・高連携】

　平成17年度より津野川小学校と西土佐分校が連携を始めており、調理実習

を２回行いました。今回は小学生が西土佐分校を訪問するというスタイルを

とっており、来年度以降も続けていきたいということでした。この連携では

特に高校生の優しく小学生を教える姿が見られ、ほほ笑ましい実習となりま

した。

【小・中連携】

とでした。進学状況に関しても、国立大学に合格者がでたことや、高知工科大学に在学する西土佐分校出身

の生徒が成績優秀で表彰されたことなど、うれしい報告がありました。

　川　小学校１・２年生と西土佐中学校選択国語の３年生が絵本の読み聞かせ会を行いました。「竹取物語」

を全員で群読したり、「大きなかぶ」の掛け声を一緒に出したりと楽しい雰囲気で行われました。

平成17年度「四万十市子育て講演会」を開催しました

西土佐地域　保・小・中・高連携教育協議会

募集しています。問 市立図書館　 （３５）２９２３○



2広報９
四万十市地域子育て支援センターぽっぽ／図書館だより

■読み聞かせ　どなたでも参加いただけます。毎週土曜日14時～14時30分、市立図書館。読み聞かせボランティアも

◎子育てについて思っていること、悩ん
でいることなどお気軽にご相談ください。
◎電話相談だけでなく、直接来所して
の相談にも応じます。

《育児相談》《育児相談》

　月曜日～金曜日 9：00～17：00
　第３火曜日は、家庭児童相談員による
　育児相談を行っています。

◎新たに参加を希望される方は、準
備等の都合がありますので、あらか
じめ子育て支援センターまでご連絡
ください。

《親子ふれあい活動》《親子ふれあい活動》

ぽっぽぽっぽ四万十市地域子育て支援センター

駐車場なし

駐車場なし

中村小学校中庭

駐車場なし

月　　　日 時　　　間 場　　　所保 育 所 名 開　　放　　日　　時 備　　　　考

もみじ保育所

古津賀東保育所

元 町 保 育 所

古津賀保育所

愛 育 園

具 同 保 育 所

東 山 保 育 所

2月15日

2月20日

2月14日

2月17日

3月  9日

2月18日

2月21日

3月  6日

水

月

火

金

木

土

火

月

9:30～11:00

9:30～10:30

１１・・２２・・３３歳歳児児対対象象「「親親子子ふふれれああいい活活動動」」予予定定１・２・３歳児対象「親子ふれあい活動」予定１・２・３歳児対象「親子ふれあい活動」予定★

園園庭庭開開放放園庭開放園庭開放★

月　　　日 時　　　間 場　　　所 活　　　動　　　内　　　容月　　　日 時　　　間 場　　　所

2月20日

21日

23日

 28日

3月  2日

　3日

8日

9日

10日

月

火

木

火

木

金

水

木

金

活　　　動　　　内　　　容

おもちゃや砂場でのびのび遊ぼうね。ティータ

イムもあるよ。おやつを持って来てね。

簡単でかわいいおひなさまを作るよ。

暖かい日差しの中、つくしやタンポポなど春見

つけの散歩に出かけます。記念写真も撮るよ。

9:30
　～11:30

子育て
　支援センター

グループであそぼう①

グループであそぼう②

グループであそぼう③

おひなさま製作①

おひなさま製作②

おひなさま製作③

春を探そう①

春を探そう②

春を探そう③

9:30
　～11:30

月　　　日 時　　　間 場　　　所 活　　　動　　　内　　　容月　　　日

子育て
　支援センター

時　　　間 場　　　所

2月13日

17日

16日

3月  7日

月

金

木

火

お母さんと一緒に体を動かして元気にあそぼうね。

友だち(２月生まれ)の誕生日をお祝いするよ。

桃の節句をみんなでお祝いしようね。

活　　　動　　　内　　　容

ぴよちゃんクラブ

ぴよちゃんクラブ

お誕生日会

ひなまつり

  そそのの他他のの活活動動予予定定 その他の活動予定 その他の活動予定★

※雨天の場合は中止します。もみじ保育所、元町保育所、愛育園、東山
保育所以外は駐車場がありませんので、車での来所はご遠慮ください。

★★★５月の主な新着図書★★★

児童書/えほん
一生困らないお金はこうしてつくる
エンド･ゲーム
オーストラリア
家電を修理する本
恐怖の審問
子どもを伸ばす毎日のルール
実践版　わが家の防災
ここまでできる！大規模徹底リフォーム実例集
道三堀のさくら
脳を鍛える大人の落語
「ハリー･ポッター」Ｖｏｌ．６が英語で
　　　　　　　 楽しく読める本
また逢いましょう
ローマ人の物語　14
私のシーフード・レシピ

あなたは、だあれ?

おーいみえるかい

恋がいっぱい

子どもに語るアンデルセンのお話

ジローのあくしゅ

せかいいちのおともだち

世界を旅する「大迷路」

土をつくる生きものたち

忍者にんにく丸

ファンタージエン　秘密の図書館

プレゼントはおばけのくに!

ぼくはにんじゃのあやし丸

ものぐさ太郎

ルラルさんのほんだな

★★★２月の主な新着図書★★★

芝パーク出版
恩田　陸
昭文社
地球丸
ポール・ギャリコ
辰巳　渚
玉木　貴
講談社
山本　一力
中島　英雄
クリストファー
           ･ベルトン
瀬戸内　寂聴
塩野　七生
栗原　はるみ

武田　美穂

五味　太郎

星　新一

アンデルセン

岸川　悦子

クロード・Ｋ．デュボワ

アンナ･ニネセン

谷本　雄治

川端　誠

ラルフ・イーザウ

むらい　かよ

広瀬　寿子

井上　洋介

いとう　ひろし

図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより
児童書/えほん一　般　書

子育て支援センター“ ぽっぽ ”
中村四万十町２２４８－１（もみじ保育所内）

　（３５）３７４８

○２月14日（火）は研修会参加のため休所させていただきます。



広報 102 ねんきんだより

（本　　庁）　市民課　国保年金係　 （34）1 1 1 4
（総合支所）　住民課　国保年金係　 （52）1 1 1 1
高知社会保険事務局幡多事務所　 （34）1 6 1 6

問い合わせ先

　国民年金保険料は納めた全額が社会保険料控除の対象となっており、申告することにより税の

控除が受けられます。

　控除の対象となるのは、平成17年１月１日から12月31日までの間に納めた保険料で、過去の未

納期間や免除期間について納めた保険料も対象となります。

　また、国民年金保険料は加入者本人だけではなく世帯主や配偶者も連帯して納める義務がある

ため、世帯主または配偶者としてご家族の保険料を納めた場合も、その全額が納めた方の控除対

象となります。

※平成17年10月１日から12月31日までの間に、証明書に記載された納付済額および納付見込額以
　外の保険料を納めた場合は、その月分の領収証書を添付等のうえ、加算した額で申告してくだ
　さい（納付見込額については、保険料未納期間がある方など納付が予測できない場合は記載され
　ていません）。

●申告の際には「控除証明書」または「領収証書」が必要です
　所得税法等の一部改正により、平成17年分の所得の申告（年末調整や確定申告）から、国民年金

保険料を社会保険料控除として申告する際に、保険料を納めたことを証明する書類を添付または

提示することが義務付けられました。

　このため、平成17年中に国民年金保険料を納めた方には、社会保険庁から「社会保険料（国民年

金保険料）控除証明書」が送付されることになっています。

●控除証明書や領収証書を紛失された場合は
　高知社会保険事務局幡多事務所までご連絡ください。

○年金相談の受付時間延長

　２月13日（月）は、高知社会保険事務局幡多事務所

で、年金相談の受付時間を19時まで延長します。

○第2土曜日は年金相談日

　２月11日（土）は、高知社会保険事務局幡多事務所

で、９時30分から16時まで年金相談を行います。

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象となります国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象となります

休日・時間外年金相談のお知らせ休日・時間外年金相談のお知らせ

●控除証明書の送付時期

平成17年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納めた方※

平成17年10月１日から12月31日までの間にその年に初めて国民年金保
険料を納めた方

平成17年11月上旬

平成18年２月上旬

送　付　対　象　者 送　付　時　期

13時30分～15時、幡多福祉保健所。保健師・相談員による相談は随時受け付け。問 幡多福祉保健所障害課 （34）5124、（35）5979○



2広報11
しまんと情報掲示板

■精神科医師による「心の健康相談」　締切日までにお申し込みください。２月21日（締切日16日）28日（締切日23日）

問

問

問

問

問

は
問
い
合
わ
せ
先

は
申
し
込
み
先

は
受
け
付
け
先

申

受

は
連
絡
先

連

　
平
成
18
年
４
月
９
日
で
任
期
満
了

と
な
る
四
万
十
市
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
選
挙
の
期
日（
投
票
日
）

　
　
　
　
　
　
　
３
月
26
日（
日
）

▼
選
挙
期
日
の
告
示
日

　
　
　
　
　
　
　
３
月
19
日（
日
）

▼
選
挙
す
べ
き
委
員
数
　
24
人

◎
立
候
補
予
定
者
等
事
前
説
明
会

　
立
候
補
予
定
者
、
推
薦
届
出
者
の

　
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
20
日（
月
）13
時
30
分

▼
場
所

　
市
立
図
書
館
４
階
　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
当
日
持
っ
て
く
る
も
の

　
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
説
明
会
出

　
席
者
の
印
鑑

　
投
票
場
所
お
よ
び
投
票
時
間
な
ど

詳
し
く
は
、広
報
四
万
十
３
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

　（
市
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

（
３
４
）１
７
８
４（
直
通
）

　
平
成
18
年
４
月
25
日
で
任
期
満
了

と
な
る
四
万
十
市
議
会
議
員
選
挙
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
選
挙
の
期
日（
投
票
日
）

　
　
　
　
　
　
　
４
月
16
日（
日
）

▼
選
挙
期
日
の
告
示
日

　
　
　
　
　
　
　
４
月
９
日（
日
）

▼
選
挙
す
べ
き
議
員
数
　
26
人

▼
被
登
録
資
格
決
定
の
基
準
日

　
　
　
　
　
　
　
４
月
８
日（
土
）

（
た
だ
し
、年
齢
に
つ
い
て
は
４
月
16
日
）

▼
選
挙
人
名
簿
の
登
録
日

　
　
　
　
　
　
　
４
月
８
日（
土
）

▼
選
挙
人
名
簿
縦
覧
日
等

●
縦
覧
日
　
　
　
４
月
９
日（
日
）

●
縦
覧
場
所

　
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

◎
立
候
補
予
定
者
等
事
前
説
明
会

　
立
候
補
予
定
者
、
推
薦
届
出
者
、

　
出
納
責
任
者
、
選
挙
運
動
員
予
定

　
者
等
の
方
は
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
28
日（
火
）13
時
30
分

▼
場
所

　
市
立
図
書
館
４
階
　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
当
日
持
っ
て
く
る
も
の

　
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
、説
明
会
出

　
席
者
の
印
鑑

　
投
票
場
所
お
よ
び
投
票
時
間
な
ど

詳
し
く
は
、広
報
四
万
十
３
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

　（
市
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

（
３
４
）１
７
８
４（
直
通
）

　
市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付
に
つ
き

ま
し
て
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

振
替
終
了
後
に
発
送
し
て
い
ま
す「
振

替
済
通
知
書
」は
、こ
れ
ま
で
納
期
限
後
、

納
期
・
税
目
ご
と
に
発
送
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
年
１
回

毎
年
１
月
に
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
事
務
経
費
が
削
減

さ
れ
る
と
と
も
に
納
税
者
お
よ
び
被
保

険
者
の
皆
さ
ま
に
も
税
の
申
告
時
等
便

利
に
な
り
ま
す
。（
平
成
18
年
分
の
通

知
は
平
成
19
年
１
月
に
行
い
ま
す
）

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
の
通
知
書
は「
納

税
証
明
」を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
ま

で
ど
お
り
納
期
限
後
に
通
知
し
ま
す
。

　
（
本
庁
）
税
務
課
収
納
係
　
　
　
　

　
　
　
　

(

３
５)

５
５
５
２

　
　
　
　
保
健
介
護
課
長
寿
介
護
係

　
　
　
　

(

３
４)

１
１
６
５

　（
総
合
支
所
）

　
　
　
　
総
務
課
税
務
係

　
　
　
　
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

　
　
　
　

（
５
２
）１
１
１
１（
代
表
）

四
万
十
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

２
月
の
防
災
メ
モ

火
災
か
ら
避
難
す
る
際
に
は

　
　
　
　
　
　

煙
に
注
意

　
火
災
で
こ
わ
い
の
は
炎
と
同
時
に

煙
で
す
。
煙
の
成
分
に
は
有
毒
ガ
ス

（
一
酸
化
炭
素
、
塩
化
水
素
な
ど
）

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
吸
い

込
む
こ
と
で
中
毒
死
に
至
っ
た
り
、

ま
ひ
等
で
避
難
行
動
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
煙
は
想
像
以
上
の
速
さ
で
広
が

り
ま
す
が
、
上
方
に
上
が
る
性
質
が

あ
る
た
め
、下
の
方
が
煙
は
薄
く
空
気

が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ぬ
ら
し
た
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど

で
口
や
鼻
を

お
お
い
、
姿

勢
を
で
き
る

だ
け
低
く
し

て
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

●かかりつけ医を持ちましょう。
　かかりつけ医を持つことは日常の健康管理をする上でとても大切
です。かかりつけ医は診療データの積み重ねを持ち、患者の状況や
生活習慣、病歴、体質などを把握しているのでちょっとした不調か
らでも原因の特定や治療、生活改善アドバイスなどが行いやすいの
です。何でも相談できるかかりつけ医はあなたの健康づくりに欠か
せない存在です。

●重複受診（はしご受診）はやめましょう。
　同じ病気で同時に複数の病院で診療を受けるのはやめましょう。
医療費がかさむだけでなく治療や薬が重複する危険を伴います。

●時間外受診は控えましょう。
　特別料金となり医療費が増加します。急患などやむを得ない場合
を除き、時間外や休日の受診は控えましょう。

●健康診断を受けましょう。
　年１回は必ず健康診断を受け、早期発見、早期治療を心がけましょう。

　　　　　　　　（本　　庁）市民課国保年金係　 (３４)１１１４

　　　　　　　　（総合支所）住民課国保年金係　 (５２)１１１１

　医療費が年々増加していることはご存じでしょうか。増加
の原因は、高齢化社会、生活習慣病などの慢性病を持つ方や
入院治療を受ける方が増加したこと、医療技術が進歩し高額
な医療費がかかるようになったこと等が考えられます。

市
税
・
介
護
保
険
料
の

口
座
振
替
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

上手な病院のかかり方

四
万
十
市
議
会
議
員
選
挙
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問

問問

は
問
い
合
わ
せ
先

は
申
し
込
み
先

は
受
け
付
け
先

申

受

は
連
絡
先

連

　
平
成
18
年
度
に
大
会
等
で
体
育
施

設
の
使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
年
間

使
用
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
希

望
調
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　

▼
施
設
名

　
安
並
運
動
公
園
・
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
予
約
期
間

　
平
成
18
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

▼
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

▼
調
整
会
議

　
２
月
23
日（
木)

　
19
時
か
ら

　
市
立
温
水
プ
ー
ル
２
階
会
議
室

＊
各
団
体
か
ら
必
ず
１
人
出
席
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

　
　
（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　

(

３
４
）２
０
７
１

　
い
つ
も
四
万
十
い
や
し
の
里
を
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

▼
３
月
28
日（
火
）か
ら
31
日（
金
）ま

　
で
、
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
た

　
め
臨
時
休
業
し
ま
す
。

▼
昨
年
の
12
月
議
会
を
経
て
「
四
万

　
十
い
や
し
の
里
」
の
指
定
管
理
者

　
に
次
の
団
体
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
指
定
管
理
者

　
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
キ
テ
ク
ツ

●
指
定
期
間
　
平
成
18
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　 

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

　
今
後
と
も
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　 

四
万
十
い
や
し
の
里
　

　
　
　
　
　

（
３
１
）５
１
１
１

　
私
た
ち
の
街
か
ら
災
害
を
な
く
す

た
め
、
体
験
し
、
防
災
知
識
を
身
に

つ
け
よ
う
！

▼
場
所
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
駐
車
場

　
　
　
　
（
古
津
賀
）（
雨
天
中
止
）

▼
日
時
　
３
月
４
日(
土)

　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▼
催
し
内
容

●
は
し
ご
車
試
乗
コ
ー
ナ
ー

●
救
急
法
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
（
応
急
手
当
な
ど
）

●
煙
ハ
ウ
ス
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
（
煙
の
怖
さ
を
知
ろ
う
）

●
消
防
車
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
防
災
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
そ
の
他

　 

中
村
消
防
署

　
　
　
　
　

（
３
４
）５
８
８
１

体
育
施
設
の
年
間
使
用
予
約

四
万
十
い
や
し
の
里
か
ら

第
２
回
ふ
れ
あ
い
消
防
フ
ェ
ア

を市外局番からダイヤル→録音（再生）。電気通信事業者協会 ０３（３５０２）０９９１

問

問問

問 　
解
雇
や
賃
金
の
引
き
下
げ
、い
じ
め

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　（
０
１
２
０
）７
８
３
７
２
２

　
　

０
８
８（
８
８
５
）６
０
２
７

　
中
村
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
　

　
　

（
３
５
）３
１
４
８

　
高
知
県
労
働
委
員
会
　
　
　
　
　

　
　

０
８
８（
８
２
１
）４
６
４
５

　
高
知
県
雇
用
労
働
政
策
課
　
　
　

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　（
０
１
２
０
）６
１
０
２
２
２

　《
中
村
地
域
》

▼
場
所
　
川
登
生
活
改
良
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
　
３
月
13
日（
月
）10
時
〜
15
時

　《
西
土
佐
地
域
》

▼
場
所
　
須
　
集
会
所

　
　
　
　
下
方
集
会
所

▼
日
時
　
３
月
10
日（
金
）10
時
〜
12
時

　
人
権
擁
護
委
員
が
、「
金
銭
・
相
続
・

借
地
借
家
・
結
婚
・
離
婚･

交
通
事
故
・

裁
判
費
用
な
ど
」人
権
に
関
す
る
問
題

を
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
３
４
）１
６
０
０

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）１
６
０
１

　
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、法
務
局
の

業
務
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
多
く
の
方
々
に
法
務
局
に
親
し
み

を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
続
登
記
や
会
社
の
登
記
、
遺
言
、

地
代
、
家
賃
、
隣
近
所
や
お
子
さ
ん
の

こ
と
な
ど
で
、
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
証
人
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
19
日（
日
）10
時
〜
16
時

▼
相
談
内
容

　
登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国
籍
・
人
権
に

　
関
す
る
相
談
全
般

▼
場
所
　
大
方
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
大
方
町
入
野
２
０
１
９-

１
）

※
そ
の
他
県
内
６
カ
所
で
開
設
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
高
知
地
方
法
務
局
総
務
課

　
　

０
８
８（
８
２
２
）３
３
３
１

　
高
知
県
電
子
応
用
装
置
、電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
製
造
業
最
低
賃
金
が
改
正

に
な
り
ま
し
た
。

　
高
知
県
電
子
応
用
装
置
、電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
製
造
業
最
低
賃
金

▼
時
間
額
　
７
０
７
円

　
高
知
県
内
の
最
低
賃
金
は
、こ
の
ほ

か
に
、
高
知
県
最
低
賃
金
（
時
間
額
６

１
３
円
）、高
知
県
一
般
貨
物
自
動
車

運
送
業
最
低
賃
金
、
高
知
県
道
路
貨

物
運
送
業
最
低
賃
金
が
あ
り
ま
す
。

　
高
知
労
働
局
賃
金
室

　
　

０
８
８（
８
８
５
）６
０
２
４

無
料
労
働
相
談

〜
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ
〜

法
務
局
く
ら
し
の
相
談
所

産
業
別
最
低
賃
金
改
正

問

申
四
万
十
市
立
学
校

体
育
施
設
の
上
半
期
利
用
受
付

平
成
18
年
度

　
市
教
育
委
員
会
社
会
体
育
課
で
は
、

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普

及
を
目
的
と
し
た
、
市
内
小
中
学
校

体
育
施
設
（
中
村
地
域
）の
夜
間
開

放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
利
用
期
間
　
４
月
〜
９
月

●
申
込
受
付
期
間

　
　
　
２
月
13
日(

月)

〜
24
日(

金)

●
開
放
施
設
　
　
体
育
館
・
運
動
場

　
開
放
施
設
名
・
利
用
時
間
・
使
用

料
等
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　（
市
）教
育
委
員
会
社
会
体
育
課

　
　
　
　
　

(

３
４)

２
０
７
１

特
設
人
権
相
談
所
（
無
料
）
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問 　
高
松
国
税
局
で
は
、
四
国

の
清
酒
製
造
者
が
生
産
し
た

お
酒
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
き
き
酒

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
４
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
15
時
〜
18
時
30
分

●
場
所
　
高
知
会
館

●
内
容

◆
き
き
酒
競
技

◆
尾
瀬
あ
き
ら
さ
ん（
漫
画
家
）

　
の
講
演
会
等

◆
き
き
酒

●
募
集
締
切
日

　
　
３
月
15
日（
水
）

●
定
員
　
１
５
０
人

　（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

　
選
で
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
）

●
参
加
料
　
無
料

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
松

　
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.takam

atsu.nta.

　
　 go.jp/hom

e1/index.htm
l

　
　
　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
〒
７
６
０-

０
０
１
８

　
高
松
市
天
神
前
２-

10
　
　

　
高
松
国
税
局

　
　
　
　
酒
類
業
担
当
官

０
８
７（
８
３
１
）３
１
１
１

き
き
酒
会
を

　
行
い
ま
す

問 　
学
校
法
人
中
村
幼
稚
園
は
、
清
流

四
万
十
川
の
見
え
る
自
然
環
境
の
良

い
場
所
で
、
心
身
と
も
豊
か
な
教
育
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

●
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、幼
児（
３
歳
・

　
４
歳
・
５
歳
）の
就
学
前
教
育
を
責

　
任
も
っ
て
行
い
、保
護
者
の
教
育
ニ
ー

　
ズ
に
応
え
ま
す
。

●
母
親
の
仕
事
の
実
情
に
よ
り
、
希
望

　
者
に
は「
預
か
り
保
育
」
＝
時
間
外

　
保
育
も
行
い
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
育
を
奨
励
す
る
た
め
四

　
万
十
市
か
ら
の「
就
園
奨
励
補
助
制

　
度
」＝
授
業
料
の
減
免
制
度
が
あ
り

　
ま
す
。

●
授
業
料
は
ご
家
庭
の
所
得
の
大
小

　
に
関
係
な
く「
同
額
」で
、３
歳
児
２

　
万
１
５
０
０
円
、４
歳
・
５
歳
児
は
２

　
万
５
０
０
円
で
す
。
兄
妹
は
１
人
１

　
万
５
０
０
０
円
で
す
。そ
の
他
の
経
費

　
は
児
童
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
目
に

　
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ

　
と
は
本
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
学
校
法
人 
中
村
幼
稚
園

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
３
４)

７
５
１
１

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
４)
７
５
１
０

幼
稚
園
児
を
追
加
募
集

平
成
18
年
度

問 　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
花
の
季
節
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、為
松
公

園
を
光
の
花
で
満
開
に
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
独
創
的
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
花
見
客
の
方
々

に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。　
個
人
、

家
族
、
会
社
な
ど
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
場
所
　
　
為
松
公
園

●
参
加
費
　
無
料

●
参
加
申
し
込
み
　
　
　
　
　
　
　

　
　
２
月
１
日（
水
）〜
28
日（
火
）

●
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
取
り
付
け
　

　
　
３
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

●
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
（
予
定
）

　
　
３
月
17
日（
金
）〜
５
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜
22
時

●
表
彰

　
最
も
良
か
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

　
ン
を
「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
賞
」
と

　
し
て
表
彰
し
、
記
念
品
を
進
呈
し

　
ま
す
。

 

（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会
内

　
　
四
万
十
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

(

３
５)

４
１
７
１

第
２
回
　
四
万
十
桜
ま
つ
り

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」

問

申

　
中
村
一
条
通
４
丁
目
に
整
備
し
て
い

る
市
営
駐
車
場（
旧
職
業
安
定
所
跡
地
、

四
国
電
力
北
側
）の
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
内
容

　
市
営
駐
車
場（
月
ぎ
め
）の
利
用
者（
原

　
則
と
し
て
利
用
期
間
は
月
初
め
か
ら

　
月
末
ま
で
の
１
ヵ
月
単
位
と
し
ま
す
）

●
募
集
台
数

　
普
通
自
動
車
お
よ
び
軽
自
動
車

　
　
46
台
分

●
応
募
期
間

　
２
月
13
日（
月
）〜
28
日（
火
）

●
利
用
料
金

　
１
ヵ
月
　
５
０
０
０
円（
消
費
税
含
む
）

●
利
用
期
間

　
平
成
18
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

　
　
　
（
最
長
で
１
ヵ
年
と
し
ま
す
）

●
そ
の
他

　
応
募
者
が
定
員
（
46
人
）を
上
回
る

　
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
抽
選
日
　

　
３
月
10
日（
金
）18
時
か
ら

●
抽
選
場
所

　
市
立
図
書
館
４
階
　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

※
申
込
書
は
都
市
整
備
課
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、計
画
係
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　  

（
市
）都
市
整
備
課
計
画
係

　
　
　
　
　

（
３
４
）１
７
８
２
　

定
期（
月
ぎ
め
）駐
車
場

問

申

　
あ
な
た
も
食
生
活
改
善
推
進
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
。     

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
、
健
康
づ

く
り
の
一
環
で
あ
る
食
生
活
に
つ
い
て

学
び
、
正
し
い
食
生
活
を
地
域
へ
普
及

さ
せ
て
い
く
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
市
主
催
の
栄
養
教
室
を
修
了
し
て
、

地
域
の
中
で
調
理
実
習
等
の
伝
達
指
導

を
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。     

　
四
万
十
市
で
は
、
次
の
要
領
で
平
成

18
年
度
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

食
生
活
推
進
活
動
等
に
意
欲
の
あ
る
方

は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
期
間
　
４
月
〜
12
月    

　（
年
に
８
回
　
１
回
が
４
、５
時
間
程
度
）

●
時
間
　
９
時
〜
14
時
30
分    

●
内
容
　
講
義
な
ら
び
に
調
理
実
習    

　
栄
養
、
健
康
に
つ
い
て
医
師
等
専

　
門
家
よ
り
講
義
を
う
け
ま
す
。    

　
調
理
実
習
を
し
ま
す
。   

●
条
件

　
こ
の
教
室
で
40
時
間
の
う
ち
32
時
間
以

　
上
受
講
の
あ
と
、地
域
で
伝
達
講
習
等

　
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で
き
る
方（
男

　
性
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
は
な
れ
ま
せ

　
ん
が
手
伝
う
こ
と
は
可
能
で
す
）

●
費
用

　
受
講
料
と
し
て
１
回
に
つ
き
１
０

　
０
円
と
お
米
１
合
。   

　
初
回
に
教
材
代
１
１
０
０
円
が
必

　
要
で
す
。   

●
申
込
期
限
　
２
月
28
日（
火
）
　

   

　 

（
本
庁
）保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係  

 

　
　
　  

（
３
４
）１
１
１
５ 

食
生
活
改
善
推
進
員

　
　
養
成
教
室
受
講
生

■災害用伝言ダイヤル利用方法　「１７１」をダイヤル→録音時は「１」をダイヤル（再生時は２）→情報が必要な個所の電話番号
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問

問

は
問
い
合
わ
せ
先

は
申
し
込
み
先

は
受
け
付
け
先

申

受

は
連
絡
先

連

ます。毎月１日（１月を除く）・８月３０日～９月５日（防災週間）・１月１５日～２１日（防災とボランティア週間）に体験可。電気通信事業者協会 03（3502）0991

問

問

春
季
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

　
が
行
わ
れ
ま
す

第
28
回
　
春
の
合
同
展

　
四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
に
松
下
電
器

野
球
部
（
第
32
回
社
会
人
野
球
　
日

本
選
手
権
大
会
優
勝
）と
大
阪
市
立
大

学
硬
式
野
球
部
、
神
戸
国
際
大
学
硬

式
野
球
部
が
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
に
や

っ
て
来
ま
す
。
松
下
電
器
野
球
部
と
大

阪
市
立
大
学
硬
式
野
球
部
は
昨
年
に

続
い
て
、神
戸
国
際
大
学
硬
式
野
球
部

は
初
め
て
の
同
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
キ
ャ

ン
プ
で
す
。
社
会
人
、
大
学
野
球
の
練

習
は
見
ご
た
え
十
分
で
す
。
ぜ
ひ
応
援

に
き
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、キ
ャ
ン
プ
中
、選
手
た
ち
の
寒

さ
対
策
と
し
て
炭
等
の
ご
提
供
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
炭
・
練
炭
・
豆
炭
・
オ
ガ
ラ
イ
ト
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
キ
ャ
ン
プ
日
程

▼
松
下
電
器
野
球
部

　
　
２
月
14
日（
火
）〜
24
日（
金
）

▼
大
阪
市
立
大
学
硬
式
野
球
部

　
　
２
月
27
日（
月
）〜
３
月
５
日（
日
）

▼
神
戸
国
際
大
学
硬
式
野
球
部

　
　
３
月
10
日（
金
）〜
13
日（
月
）

　（
本
庁
）商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
７
８
３

　
中
村
の
春
を
飾
る
文
化
協
会
主
催

の「
春
の
合
同
展
」を
開
催
し
ま
す
。四

万
十
市
に
関
わ
り
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
展
示
会
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
出
品
・
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
主
催

　
四
万
十
市
文
化
協
会
中
村
支
部

●
共
催

　
四
万
十
市
教
育
委
員
会

●
期
間
　
３
月
10
日（
金
）〜
12
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
〜
18
時

　
　
　
　（
た
だ
し
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

●
会
場
　
市
立
中
央
公
民
館

●
募
集
部
門

　
洋
画
、
日
本
画
、
書
道
、
写
真
、
グ
ラ

　
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、
手
工

　
芸
、短
歌
、川
柳
、俳
句

●
整
理
費
　
１
０
０
円

　
　
　
　
　（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

●
搬
入

　
３
月
５
日（
日
）　
10
時
〜
16
時

　
　
　
市
立
中
央
公
民
館
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
２
階
　
研
修
室

●
搬
出

　
３
月
12
日（
日
）　
16
時
〜
18
時

　
３
月
13
日（
月
）　
９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
市
立
中
央
公
民
館
　

　（
市
）教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　

　
　
　
　
　

（
３
４
）７
３
１
１

身
体
障
害
者

　（
車
椅
子
使
用
者
）

　
　
　
　
　
健
康
診
査

　
四
万
十
市
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
在
宅

の
身
体
障
害
者
を
対
象
に
、健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
長
時
間

の
車
椅
子
の
使
用
に
よ
り
発
生
し
や
す

い
褥
瘡
、
骨
の
変
形
、
膀
胱
機
能
障
害

等
の
二
次
障
害
を
予
防
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
、
実
施
医
療
機
関
は

市
民
病
院
で
す
。検
診
費
用
は
無
料
で

す
の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
検
査
内
容

　
問
診
、
身
体
計
測
、
理
学
的
検
査
、

　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
血
液
化
学
検
査
、

　
肝
機
能
検
査
、腎
機
能
検
査

　（
心
電
図
・
眼
底
・
貧
血
等
の
検
査
は

　
必
要
に
応
じ
て
実
施
）

●
実
施
日
　
３
月
中
旬（
予
定
）

●
申
込
期
間

　
２
月
10
日（
金
）〜
21
日（
火
）

　
　（
市
）福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
　
　
　

（
３
４
）１
１
２
０

　
　（
総
合
支
所
）保
健
福
祉
課

　
　
　
　

（
５
２
）１
１
３
２

じ
ゅ
く
そ
う

問

申

「貸します詐欺」にご注意ください

　最近、大手金融機関などを装って、「お金を貸します」といった
内容の偽者ダイレクトメールや携帯メール等を送りつけて、保証金
や保険金名目でお金をだまし取る新手の手口が急増しています。
　このような詐欺行為を「貸します詐欺」といいます。
　被害にあわないように十分ご注意ください。

　取引関係のないところから突然送られてくる、「お金貸します」
とのダイレクトメール・携帯メール等に注意。（低金利で、しかも
高額を貸し付けるかのような広告に注意）

東京都貸金業対策課　 ０３(５３２０)４７７５　

平日：9時～12時、13時～16時30分

※夜間・休日は、留守番電話の「受付ダイヤル」になります。

　融資をする前に、さまざまな口実でお金を振り込まそうとする
手口に注意。（保証金、保険金などの名目で必ずお金を要求してきます）

　「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、送金の前に問い合
わせをしてください。

だまされないために 「だまされないための心構え三カ条」だまされないために 「だまされないための心構え三カ条」

第一の
ポイント

第二の
ポイント

第三の
ポイント

日直指定水道業者

(３３)０６５３

(３４)６０３１

(３５)２３１６

(３４)１３３１

(３４)３７３４

(３４)４８５５

(３２)１０９５

(３５)４３２３

2

3

月 日 曜 業者名 電　話

11

12

18

19

25

26

４

５

土

日

土

日

土

日

土

日

㈲ 山 下 建 設

豚 座 建 設 ㈱

㈲ 平 野 水 道

㈱四電工中村営業所

溝 渕 設 備

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

●水道料金は口座振替で●

●水道に関する問い合わせは

　（本　　庁）水道課 （３４）１７１１

　（総合支所）住民課 （５２）１１１１
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◆あゆコース(17キロメートル)
　　　出発７：00　スポーツセンター → 佐田沈下橋 → スポーツセンター
◆かわせみコース（新コース）(35キロメートル)
　　　出発７：00　スポーツセンター → 高瀬沈下橋 → スポーツセンター
◆やなぎコース（新コース）(24キロメートル)
　バス出発８：00　スポーツセンターからバスで勝間沈下橋へ移動 → スポーツセンター
◆ふじコース（新コース）(19キロメートル)
　バス出発８：00　スポーツセンターからバスで高瀬沈下橋へ移動 → スポーツセンター

問 申

参加料　一般　2,000円、高校生以下　1,000円
　　　　（やなぎコース・ふじコース参加の方は、別途バス使用料400円が必要です）
　　　　＊参加料は１日参加でも２日参加でも同額です。
定　員　先着1,500人（２日間の延人数です）
昼　食　１食600円で用意します。（婦人団体による献立です）
申し込み方法　2月28日（火）までに参加申込書に参加料等を添えてお申し込みください。
　　　　　　　※パンフレット・参加申込書は市役所本庁1階案内にも置いています。
　　　　　　　　遠方の方はご請求ください。        

◆ごりコース(10キロメートル)
　　　出発９：00　スポーツセンター → 不破 → スポーツセンター
◆あゆコース(17キロメートル)
　　　出発９：00　スポーツセンター → 佐田沈下橋 → スポーツセンター
◆ごりあゆコース(23キロメートル)
　　　出発９：00　スポーツセンター → 不破 → 佐田沈下橋 → スポーツセンター        

春恒例の四万十川リバーサイドフルウォーク２００６を開催します。
全国からの参加者と一緒に、四万十川沿いを歩きながら春を満喫しましょう。
上流から出発する新しいコースもできました。これまでに参加された方も、また違った感動を味わえます。

四万十川リバーサイドフルウォーク2006　参加者募集四万十川リバーサイドフルウォーク2006　参加者募集四万十川リバーサイドフルウォーク2006　参加者募集

期　　日    ４月１日（土）・２日（日）  雨天決行　　集合場所    市民スポーツセンター

４月１日
（土）

４月２日
（日）

市民スポーツセンター内 　四万十川リバーサイドフルウォーク係　 (３４)２０７１

コース 

■災害伝言板■　NTTドコモグループ、KDDI（au、ツーカー）、ボーダフォンの携帯電話で大規模災害発生時、安否を登録･確認できる災害用伝言板サービスがあり

問

市では平成18年度

の各種集団検診に

ついて次のとおり

受付を行います。

生活習慣病健診

前立腺がん検診

肺がん検診　

胃がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

子宮頚がん検診

１，０００円

４００円

1００円

９００円

３００円

６００円

６００円

40歳以上の男女

50～79歳の男性

40～64歳の男女

40歳以上の男女

40歳以上の男女

40歳以上の女性

40歳以上の女性

検 診 名 個人負担額対 象 者

１　検診を申し込んだ方には検診２週間前に日時、場所、必要事項
　　を書いた受診票を送付します。
２　生活習慣病健診の個人負担は70歳以上の方は無料ですが、70歳
　　未満の方は全員1,000円が必要になりました。
３　65歳以上の方の胸部レントゲン検診については申し込み不要です。
　 （これまで職場・病院等で受けていて新たに市で受けようとする
　　場合はご連絡ください）
４　乳がん、子宮頚がん検診は隔年検診ですのでご注意ください。
　　西土佐地域では、平成18年度は乳がん検診のみ実施します｡
５　年齢は年度末（平成19年３月末日）を基準に計算します。

申込方法
　中村地域は２月の回覧文書で、
西土佐地域は３月の回覧文書で申
し込み書を配布しますので、家族
単位で記入し、区長もしくは担当
課まで提出してください。（郵送
も可）
受付期間
中 村 地 域　２月28日（火）まで
西土佐地域　３月31日（金）まで

注意事項

（本庁）保健介護課　 （３４）１１１５　（総合支所）保健福祉課　 （５２）１１３２
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問 申

問 申

東富山でゆっくりとした
時間を過ごしてみませんか！

自然いっぱいの山里自然いっぱいの山里自然いっぱいの山里

農林業体験モニターツアー農林業体験モニターツアー農林業体験モニターツアー
～「自然」や「人情」にふれあいながら農産加工などを体験してみませんか～

　四万十市では、全国的に展開されている「都市農村交流事業」に取り組んで

いる山間地域の実践力の向上を図るとともに、「農林業」「自然」「文化」「人情」

など山間地域ならではの魅力的な素材を生かしつつ「学校教育」や「四万十川

観光」との連携を図るなど、今後の都市農村交流のあり方について検討するた

め、「農林業体験モニターツアー」を実施します。

募集人員　各コース10人

参加要件　特になし。(ただし、中学生以下は保護者

　　　　　同伴)

　　　　　＊ツアー終了後、アンケートにご協力く

　　　　　ださい。

参 加 料　無料

持 参 品　弁当、コースにより着替え、軍手など

　　　　（※地元の食材で作った手づくり弁当（８

　　　　　００円）あります。申し込みの際にご予

　　　　　約ください）

　　　　　＊炭焼き体験をご希望の方は、汚れても

　　　　　　良い服装でご参加願います。

申込期限　３月１日（水）

　　　　　＊定員になり次第締め切りとさせていた

　　　　　　だきます。

体験メニュー＆日程
実施日　３月５日（日）

Aコース

午　前 番茶づくり 炭焼き

わら加工 木工/竹細工午　後

Bコースコース
時間

Aコース Bコースコース時間

8：50

9：00

9：40

12：00

15：30

市役所玄関前集合

市役所発　＊市マイクロバスで移動

常六着

昼食（常六地区内）

大屋敷へ移動

大屋敷発
（市役所16：10頃着）

大屋敷着

昼食（大屋敷地区内）

三ツ又へ移動

三ツ又発
（市役所16：20頃着）

頃

＊上記コースのどちらかを選択してください。
＊自分で作った番茶、わら細工、炭、木工・竹細工はお持
　ち帰りできます。
＊雨天決行。
　ただし、降雪、凍結等またはキャンセルが著しい等の理
　由により中止になる場合もあります。（当日不明な場合は、
　８時に市農林水産課までお問い合わせください）

（本庁）農林水産課

(３４)１１１７

講座名

エアロビクス

項　目 期　　日

２月21日（火）
　～３月28日（火）
全６回　毎週火曜日

運動できる服装
タオル､運動靴（上履き）
水等

19時
～20時

18人 無  料

時間 定 員

働く婦人の家

1F　軽運動室

場　　所 受講料 用意するもの

【対　　　象】　市内に居住または勤務している女性

【講　　　師】　講師　清水ダンススタジオ

【申し込み方法】　２月13日（月）～電話での申し込みも可能です。（土･日・祝日は除きます）

　　　　　　　窓口・電話いずれも9時～17時15分（本人に限ります）

　　　　　　　ただし、定員になり次第締め切ります。

【そ　の　他】　詳しくは、働く婦人の家までお問い合わせください。

　　　　　　　なお、講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

（市）教育委員会生涯学習課
　　　働く婦人の家

（３４）６２９９

働く婦人の家講座

１６時～１８時。料金大人２００円小人１００円。　問 中村まちバスセンター （３４）１２６９

体　験

体　験

○

13：00～13：20
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平成１８年度河川愛護モニター平成１８年度河川愛護モニター
　国土交通省中村河川国道事務所では、沿川住民の方々の協力のもと、四万十川・後川・中筋川について
の河川に関する地域の要望を十分に把握し、住民の方々との連携をさらに進め、そして、河川愛護思想の
普及啓発および河川の適正な維持管理に協力してもらうことを目的に河川愛護モニターを募集します。

活動内容
　モニターは、担当区域の河川において、日常生活で知

り得た情報で次のいずれかに該当すると認められる場合

に、その状況を河川管理者へ伝えることが主な活動にな

ります。そのため、河川巡視を行ったり、ゴミ投棄等の

不法行為者に対して直接注意や是正指示を行う必要はあ

りません。また、河川愛護月間中などに、河川管理者と

ともに余暇時間等を利用して地域住民に河川愛護思想の

普及啓発に努めていただきます。

　１　地域住民から河川整備、河川利用または河川環境

　　　に関する要望等を認めた場合

　２　河川環境が損なわれる、あるいは河川利用上の障

　　　害となるような事象を認めた場合

　３　ごみ等の投棄、河川の流水や施設等について異常

　　　を発見した場合

　４　前３号のほか、特に河川管理者に連絡することが

　　　必要と認められた場合

活動範囲
　別図に示す四万十川・後川・中筋川の各区間

応募資格
　満20歳以上で、河川愛護に関心を持ち、活動範囲の近

隣に居住する方（川からおおむね５キロメートル以内）

募集人員
　各活動範囲ごとに１人以上（応募者多数の場合は選考）

任　　期
　平成18年４月１日から平成19年３月31日まで

手　　当　月額  ４,５８０円

*⑱、　は後川左右両岸が範囲

*　～　は、中筋川左右両岸・四万十川右岸が範囲
*　～　は、中筋川左右両岸が範囲

*

*

* * * * *

*

*

■中村まちバス　電話で予約してください。（当日のみ）〈運行区域〉中村市街地、具同地区。〈運行時間〉８時30分～11時、12時～14時３０分、

選考方法
　所要の人数以上に応募があった場合には公正に選考し

ます。

　選考結果は郵便にて応募者に通知します。

応募方法
　官製はがき、ファックスまたはＥメールに必要事項を

記入の上、３月７日（火）までに送付してください。

（希望区間が複数ある場合には、優先順位をつけて応募

してください）

  （記入事項）

　・活動範囲（①から　の数字で記入してくだい）

　　なお、②、③は、中筋川左右岸・四万十川右岸も範

　　囲に含まれます。また、⑥～⑩は中筋川左右岸が、

　　⑱、　は後川左右岸が範囲となります。

　・氏名（ふりがな）　・生年月日、性別

　・住所、電話番号　・職業  　・自己ＰＲ

申し込み・問い合わせ先
  〒787－0015  四万十市右山2033－14

  　国土交通省中村河川国道事務所　河川管理課

  　TEL（３４）７３０１　　FAX（３４）２６７４

　　Ｅ-m a i l 　nakama52@skr .m l i t .go . jp

その他
　・モニター決定後、広報四万十・新聞等に氏名が掲載

　　される場合がありますがご了承ください。

　・中村河川国道事務所ホームページ

　　http://www.skr .m l i t .go . jp/nakamura/ index .html

21

21

21
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お試し講習会　３月17日、２４日。　問 四万十市太極拳協会事務局　吉本　 （３４）３４８７○
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男女に関するアンケート調査結果男女に関するアンケート調査結果男女に関するアンケート調査結果

男女共同参画社会ってなーに

・調査数432人（うち400人より回答）
（協議会エリア在住者、20代～70代の男女）
・アンケート時期（H17.8.23～9.30）

設問①　共働きでも家事や育児は女性がすべき

設問②　男は飲み手、女はまかない役があたり前

設問③　職場のお茶くみは女性の仕事

設問④　男の子より女の子が丁寧な言葉を使うべき

設問⑤　冠婚葬祭には男性が出て行くべき

設問⑥　掃除、洗濯、買い物、食事のしたく、片づけ

　　　　など男がするのはおかしい

はい／いいえ方式

男女共同参画社会を知ってると答えた方①～⑥計 男女共同参画社会を知らないと答えた方①～⑥計

100％

80％

60％

40％

20％

0％

100％

80％

60％

40％

20％

0％
20 30 40 50 60 70 20 30 40 50 60 70 女

性
男
女

男
性代代 代 代

20 30 40 50 60 70 20 30 40 50 60 70 女
性

男
女

男
性代代 代 代

男女共同参画社会を知っている？

20 30 40 50 60 70 20 30 40 50 60 70 男女
計

知ってる

64％

知らない

女
性

男
性代代

100％

80％

60％

40％

20％

0％

代 代

なんで男女共同参画社会を知ったか

新聞

（37％）複数回答
347

テレビ（25％）

広報

（18％）

広報

（18％）

雑誌（7％）雑誌（7％）

チラシ（4％）チラシ（4％）

その他（職場、学集会、講演会等）

（9％）

その他（職場、学集会、講演会等）

（9％）

男女共同参画社会を「知
っている」と答えた方
は全体で64％。
なかでも20代、30代の
男性で「知っている」
と答えた方は40％前後
と低いが、設問別の回
答では80％以上あり意
識は高くみられる。正
しい啓発が必要。

はい

いいえ

86％

はい

いいえ

78％

男女共同参画社会を知っていると答えた方に比べ知らないと答えた方の「い
いえ」の回答率が低い。年代にもバラツキがあり、特に60代、70代と高年代
ほど低い傾向にある。男女共同参画社会について、より多くの皆さんに知っ
てもらい、男女が共にお互いを認め合いその個性と能力を発揮できる社会に
なるといいですね。

・回答は全て「いいえ」で理想の

　回答をしたが現実は家事は女

　が当たり前となっている。

・意識としては設問のいずれも

　「いいえ」ですが家庭の実態は

　「はい」が多いです。

　夫の意識改革をようしません。

・頭の中では理解しているが行

　動が伴わない。

　等の意見が多くありました。

アンケート中の意見アンケート中の意見アンケート中の意見

あなたは

が
言えていますか！

（市）教育委員会生涯学習課働く婦人の家　 (３４)６２９９
　　　　　　　西土佐事務所社会教育係　 (５２)２３１２
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地域創業助成金／シルバー教室閉級式

■平成１８年度太極拳会員　太極拳でリラックスしませんか。初心者歓迎。毎週金曜日１９時～２１時、中央公民館大ホール。

平成１７年度
四万十シルバー教室閉級式閉級式 作品展と舞台発表会のご案内作品展と舞台発表会のご案内作品展と舞台発表会のご案内

　四万十シルバー教室は、60歳以上の高齢者の生きがい・社会参加とボランティア活動の技術習得を
目指して、延べ500人の受講生が11講座に各々在籍して、学習に励んできましたが、今年度の教室も
3月をもちまして閉級します。
　つきましては、次のとおり閉級式と記念講演、併せてこの１年間の学習の成果を作品展示とステー
ジ発表により行います。お誘い合わせのうえ、お気軽にお越しください。

10：00～　閉級式行事
10：30～　記念講演
　　　　　講師　高知市保健所　理学療法士
　　　　　　　　　　　田中　佐知　先生
　　　　　　　　高知市保健所　保健師
　　　　　　　　　　　田部　佳枝　先生
　　　　　演題「やってみよう
　　　　　　　　　　いきいき１００歳体操」
12：00～　昼　　食
13：00～　ステージ発表（各講座２０分）
　　　　　◎大正琴　　◎謡曲　◎民踊福田　
　　　　　◎民踊岡村　◎詩吟　◎編み物
　　　　　◎ダンス
15：20　　終了予定

閉級式とステージ発表会・作品展
◆日時　３月２日（木）10時～15時20分
◆場所　市立中央公民館　２階　大ホール

日　　程

問

作　品　展

＊生け花　（展示ホール）
　　　　　（大ホール前）

＊書　道　（展示ホール）
＊編み物　（１F　大会議室）
＊家庭園芸（１F　大会議室）
＊水彩画　（１F　大会議室）

２月28日（火）9時
　～３月２日（木）15時30分

生け花は３月１日午後からの
展示となります。

（市）教育委員会生涯学習課
（３４）７３１１

問

地域創業助成金の受給対象が拡大されました地域創業助成金の受給対象が拡大されました
これから
創業される方へ

（本庁）商工観光課　
　　 （３４）１７８３
（社）高知県雇用開発協会
　　 ０８８（８８４）５２１３

●地域創業助成金受給の要件
　市内で地域貢献事業（※）を行う法人を設立ま
たは個人事業を開業し、65歳未満の非自発的離
職者（倒産や定年など、自己都合や自己の責め
に帰すべき理由によらず離職した方）を１人以
上含む２人以上の常用または短時間労働者の雇
用等を行った事業主に対し、創業経費や労働者
の雇い入れ経費を助成する制度です。助成を受
けるためにはまず創業から６ヵ月以内に事業計
画の申請が必要です。

●助成内容
　150～500万円を限度（雇用した労働者の人数・

要件等で設定）として、創業から６カ月以内に

かかった経費（人件費は除外）の３分の１が支

給されます。また、創業から１年半以内に雇い

入れ、３ヵ月以上経過した65歳未満の非自発的

離職者を対象に、１人当たり常用労働者は30万円、

短時間労働者は15万円が助成されます。

※地域貢献事業について

　（１）国が定めるサービス１０分野

　　　①個人・家庭向けサービス、②社会人向け教育サービス、

　　　③企業・団体向けサービス、④住宅関連サービス、

　　　⑤子育てサービス、⑥高齢者ケアサービス、

　　　⑦医療サービス、⑧リーガルサービス、

　　　⑨環境サービス、⑩地方公共団体からのアウトソーシング

　（２）四万十市が選択する重点分野

　　　①食料品製造業　②飲食料品小売業　③一般飲食店

　市の雇用状況を改善するため、四万十市雇用創造促進協議会を立ち上げ、
協議・検討の結果、１月１日から四万十市が選択した重点分野も従来国が定
めているサービス１０分野に加えて地域貢献事業の対象事業となりました。
　該当する事業を新たに起こす場合にはぜひご利用ください。
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問い合わせ先　中村薬膳料理研究会　（本庁）商工観光課　 （３４）１７８３

★ 今月の薬膳メニュー★

■暦の上では春。でも、まだまだ寒さは続きます。

　　インフルエンザが蔓延する時期です。冬場の風邪は、大気の乾燥で鼻やのどの粘膜が傷つけられ抵抗力が落

　ちているので、長引くのが特徴です。体を温める食べ物やビタミン類を多く含む食べ物を多めにとって、寒さ

　やウイルスに負けない体力づくりをしましょう

【材   料（４人分）】

干ししいたけ　４個　     昆布だし　　３カップ

キャベツ　１／２個　     椎茸だし　　３カップ

たまねぎ　　　２個　     塩　　　　小さじ１～

にんじん　２本（大）     胡椒　　　　　　適宜

かぶ　　　４個（中）     粒マスタード　　適宜

かぶの葉　　　2株分

【作り方】
　キャベツは根元をつけたまま４等分し、たまねぎは半分に切
　る。たまねぎの外皮をきれいに洗い２～３枚とってひもで結

　んでおく。にんじんは皮をむかないで半分に切る。かぶも皮

　つきのまま丸ごと使う。葉は適当な長さに切る。

　鍋にキャベツ、たまねぎ、にんじん、かぶ、かぶの葉、だし

　汁、椎茸だしの椎茸を入れてひと煮立ちさせ、たまねぎの外

　皮も入れてじっくりことこと煮る。塩で味をととのえる。

　器に野菜を盛り、胡椒と粒マスタードを添えてスープをたっ

　ぷり入れる。

【効　能】

栄養価の異なる葉もの、根菜などいろいろな野菜を取り混ぜたポトフです。

干ししいたけ

キャベツ

たまねぎ

かぶ、かぶの葉

にんじん

だし昆布

食医 同 源食

　　　　　（ドクタークロワッサン参考）

あったかポトフあったかポトフ

骨粗鬆症、便秘、高血圧
糖尿病、動脈硬化

食欲増進、胃のただれ、
二日酔い

血栓予防、不眠、ぜんそ

く、胃腸病

風邪予防、胸やけ、整腸、

がん抑制、貧血予防（葉）

疲れ目、美肌、がん予防

便秘、高血圧、貧血、むく
み

　付属鍼灸院 （３４）４７９８　中医鍼灸院 （３１）５２１１

市
立
郷
土
資
料
館
企
画
展

樋
口
真
吉
と
そ
の
時
代
展

問い合わせ先
市立郷土資料館　 （３５）４０９６

日　時
２月15日（水）～４月15日（土）
　８時30分～17時
　（受付は16時30分まで）

場　所 市立郷土資料館

入館料
（お一人様）

大　　人　４００円（団体割引有り）
高 校 生　２００円
小・中学生　無　　料

坂
本
龍
馬
に
父
親
の
よ
う
に
慕
わ
れ
た
幕
末
の
志
士

樋口真吉

遣倦録

樋口真吉日記に

坂竜飛騰とある

が、坂竜は坂本

龍馬の略である。

ひ　とう

同時展示同時展示同時展示
中
村
山
内
家
の
よ
ろ
い
か
ぶ
と
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
文
化
12
年
（
１
８
１
５
年
）
幡
多
郡
中
村
（
現
四

万
十
市
中
村
小
姓
町
）
に
生
ま
れ
、
土
佐
西
部
勤
王

党
の
首
領
と
し
て
知
ら
れ
た
樋
口
真
吾
。
坂
本
龍
馬

や
土
佐
勤
王
党
盟
主
　
武
市
端
山
ら
と
親
交
が
あ
っ

た
真
吉
が
残
し
た
勤
王
運
動
に
関
す
る
日
記
「
遣
倦

録
」
や
愛
用
「
砂
斬
り
刀
」
、
「
土
佐
幡
多
郡
砲
台
図

編
」、ま
た
「
南
溟
詩
画
帳
」
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
、

中
岡
慎
太
郎
が
、
暗
殺
さ
れ
た
慶
応
３
年
（
１
８
６

７
年
）
に
書
い
た
と
見
ら
れ
る
漢
詩
な
ど
を
展
示
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ず
い
ざ
ん

け
ん 

け
ん 

す
な 

き

な
ん 

め
い

中岡慎太郎の漢詩

砂斬り刀
差料と同じ形 重さの練習刀
さしりょう

ろ
く



2広報21
中医学研究所コーナー／救急当番医

■中医学研究所　診療は予約制となります。問 付属診療所 （３４）３５５８　中医クリニック （３１）５２００

　
花
粉
症
の
人
に
と
っ
て
は
悩
ま
し
い

季
節
が
め
ぐ
っ
て
き
ま
し
た
。
鼻
水
が

止
ま
ら
な
い
、
鼻
が
つ
ま
っ
て
息
苦
し

い
、
頭
が
ボ
ー
ッ
と
す
る
、
目
が
か
ゆ

い
、
涙
が
出
る
な
ど
、
仕
事
や
勉
強
を

続
け
る
の
が
つ
ら
く
な
り
ま
す
。
病
名

か
ら
す
る
と
こ
の
時
期
の
花
粉
症
の
原

因
は
ス
ギ
花
粉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス

ギ
花
粉
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が

鼻
粘
膜
や
結
膜
で
起
こ
り
、
組
織
か
ら

鼻
水
や
涙
と
い
っ
た
形
で
大
量
の
浸
出

液
が
あ
ふ
れ
出
し
て
き
ま
す
。
現
代
医

学
的
に
考
え
れ
ば
悪
い
の
は
ス
ギ
花
粉

で
す
。
し
か
し
、
中
医
学
的
な
観
点
か

ら
す
る
と
本
当
の
原
因
は
花
粉
症
を
起

こ
す
人
の
体
質
で
あ
っ
て
、
ス
ギ
花
粉

は
誘
因
あ
る
い
は
脇
役
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
花
粉
症
を
起
こ
す
人
の
体
質

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
場
合
、
内
臓
、
特
に
胃
腸
が
冷

え
て
余
分
な
水
湿
が
停
滞
し
て
い
る
の

で
す
。
中
医
学
で
は
こ
れ
を
寒
飲
と
呼

び
ま
す
。
冷
蔵
庫
の
普
及
で
現
代
人
は

冷
た
い
も
の
を
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
は
自
然
に
反
す
る
こ
と
で

す
。
冷
蔵
庫
の
無
い
時
代
、
人
類
の
歴

史
か
ら
す
れ
ば
つ
い
最
近
ま
で
、
井
戸

水
よ
り
冷
た
い
も
の
は
胃
の
中
に
入
ら

な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
ま
た
、
食
あ
た

り
を
防
ぐ
た
め
に
、
人
は
太
古
の
昔
か

ら
火
を
使
っ
て
加
熱
調
理
し
た
も
の
を

食
べ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
人

は
胃
腸
を
冷
や
さ
な
い
生
活
を
し
て
き

た
の
で
、
寒
飲
が
た
ま
る
こ
と
が
無
く
、

い
く
ら
花
粉
が
飛
ん
で
も
花
粉
症
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
ス
ギ
花
粉
は

「
気
を
昇
ら
せ
る
性
質
」
を
持
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
体
の
中
に

た
ま
っ
た
寒
飲
を
顔
面
（
鼻
と
眼
）
に

持
ち
上
げ
て
鼻
水
や
流
涙
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
寒
飲
が
無
け
れ
ば
、
ス
ギ
花

粉
が
飛
ん
で
き
て
も
花
粉
症
は
起
こ
り

ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
花
粉
症
は
治
ら
な
い
の

で
す
か
と
聞
か
れ
た
ら
、
「
食
生
活
を

中
心
に
自
然
の
摂
理
に
反
し
た
今
の
生

活
を
改
め
て
養
生
を
続
け
て
い
っ
た
ら

年
ご
と
に
良
く
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
」
と

お
答
え
し
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
、
冷

た
い
飲
み
物
を
控
え
る
こ
と
、
こ
れ
が

第
一
に
重
要
で
す
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、

乳
製
品
、
砂
糖
の
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
お

菓
子
を
控
え
目
に
す
る
こ
と
も
寒
飲
や

そ
の
親
戚
の
痰
飲
を
作
ら
な
い
た
め
に

必
要
で
す
。
野
菜
は
サ
ラ
ダ
よ
り
も
温

野
菜
に
す
べ
き
で
す
。
冷
蔵
庫
の
無
い

時
代
の
伝
統
的
な
和
食
中
心
の
食
生
活

が
花
粉
症
の
よ
う
な
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
体
質
を
改
善
す
る
の
に
も
っ
と
も
好

ま
し
い
の
で
す
。
日
本
の
風
土
に
は
日

本
の
食
文
化
が
自
然
の
摂
理
に
か
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
実
は
私
も
少
し
花
粉
症
の
気

が
あ
り
ま
す
。
日
光
杉
で
有
名
な
栃
木

県
で
６
年
間
寮
生
活
を
し
て
い
る
間
に
、

先
輩
後
輩
に
よ
く
冷
え
た
ビ
ー
ル
を
た

っ
ぷ
り
飲
ま
さ
れ
、
日
光
杉
の
花
粉
が

引
き
金
を
ひ
い
て
発
症
し
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
も
そ
も
子
ど
も
の
頃
に
炭

酸
飲
料
や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
過
ぎ
ま
し

た
。
今
は
、
養
生
と
漢
方
薬
で
だ
い
ぶ

良
く
な
り
ま
し
た
。
医
者
が
ち
ょ
っ
と

し
た
病
気
に
な
っ
た
時
は
研
究
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
最
近
の
自
己
人
体
実
験
で

は
春
先
に
ビ
ー
ル
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
を
２
―
３
日
続
け
て
飲
む
と
ま
だ
鼻

水
が
出
て
き
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
寒
飲

が
花
粉
症
の
原
因
だ
な
と
身
を
も
っ
て

実
感
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ

自
分
の
体
で
実
験
し
て
み
ま
し
た
。
中

医
学
研
究
所
を
受
診
さ
れ
た
花
粉
症
の

患
者
さ
ん
の
体
験
談
も
併
せ
て
、
花
粉

症
を
乗
り
切
る
た
め
の
養
生
法
を
ま
と

め
ま
し
た
。
中
に
は
イ
ン
ド
由
来
の
機

具
を
使
っ
て
水
で
鼻
腔
を
洗
う
「
イ
ン

ド
の
鼻
洗
い
」
と
い
う
こ
と
ま
で
や
っ

て
い
た
（
し
か
し
よ
く
効
く
ら
し
い
）

花
粉
症
の
達
人
も
お
い
で
ま
す
が
、
以

下
は
簡
単
に
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
す

の
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

花
粉
症
を
鎮
め
る
養
生
法

■
戦
略
そ
の
１

　
寒
飲
を
作
ら
な
い
（
こ
れ
が
基
本)

・
一
切
の
冷
た
い
飲
み
物
を
断
つ
。

・
乳
製
品
、
砂
糖
菓
子
、
生
も
の
は
極

　
力
控
え
め
に
。
果
物
の
過
食
に
注
意
。

・
朝
食
は
温
か
い
御
飯
と
味
噌
汁
を
基

　
本
と
し
た
和
食
に
す
る
。

■
戦
略
そ
の
２

　
気
を
降
ろ
す(

花
粉
が
寒
飲
を
上
昇
さ

　
せ
な
い
よ
う
に
、
気
を
降
ろ
す
方
法)

・
コ
ー
ヒ
ー
、
ナ
ッ
ツ
類
、
チ
ョ
コ
レ

　
ー
ト
を
避
け
る
。（
こ
れ
ら
は
気
を
上

　
昇
さ
せ
る
食
品
で
す
）

・
飲
み
物
は
温
か
い
番
茶
、
紅
茶
、
ウ

　
ー
ロ
ン
茶
な
ど
醗
酵
茶
が
お
勧
め
。

　
（
こ
れ
ら
は
気
を
降
ろ
し
胃
腸
を
冷

　
や
し
ま
せ
ん
）

・
夜
更
か
し
を
避
け
る
。（
夜
更
か
し
を

　
す
る
と
血
虚
と
い
う
気
の
上
昇
を
起

　
こ
し
や
す
い
体
質
に
な
っ
て
し
ま
い

　
ま
す)

■
趣
味
と
や
る
気
の
あ
る
方
に

・
毎
朝
沈
香
が
入
っ
て
い
る
線
香
を
た  

　
く
。
（
沈
香
は
気
を
降
ろ
す
代
表
的

　
な
漢
方
薬
で
す
。
少
し
高
価
で
す
が

　
仏
具
屋
さ
ん
な
ど
で
売
っ
て
い
ま
す
）

・
朝
晩
10
分
、
丹
田
式
呼
吸
法
を
す
る
。

（
座
っ
て
背
筋
を
伸
ば
し
、
少
し
速
く

　
吸
っ
て
、
ご
く
ゆ
っ
く
り
吐
き
出
し
、

　
呼
気
の
残
り
１
割
を
臍
下
三
寸
の
丹

　
田
と
い
う
部
位
に
納
め
る
禅
の
呼
吸

　
法
）

・
ゆ
っ
た
り
し
た
音
楽
な
ど
を
聴
い
て

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。（
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

気
が
降
り
る
）

　
以
上
を
や
っ
て
み
て
花
粉
症
が
治
ま

ら
な
い
方
が
お
い
で
ま
し
た
ら
、
漢
方

薬
で
寒
飲
を
除
き
、
気
を
降
ろ
す
こ
と

で
症
状
が
改
善
で
き
ま
す
の
で
、
中
医

学
研
究
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
医
師 

篠
原
　
明
徳

Vol.10Vol.10

花
粉
症
は
治
る
ん
で
す
か
？

※急患の方はご利用ください。都合により変更もあります。

内　　科

（３５）４１５１

（３４）５００５

（３４）２１２６

（３４）１３６５

（３４）２１２６

（３４）０５１１

（３４）５００５

（３４）２１２６

（３４）５２５２

（３４）２１２６

月 日

２

３

電話番号 電話番号

救急当番医　（8：00～18：00）

救急病院救急病院 市  民  病  院

外　　科

竹 本 病 院

吉 井 病 院

四万十市民病院

要 医 院

四万十市民病院

山 下 整 形 外 科

吉 井 病 院

四万十市民病院

正 木 整 形 外 科

四万十市民病院

11

12

19

26

5

す
い
し
つ

か
ん
い
ん

た
ん
い
ん

じ
ん
こ
う

○

た
ん
で
ん

さ
い  

か
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問（市）健康管理センター （３４）２１５６

国
際
交
流
員

こ
ん
に
ち
は
、
グ
リ
で
す

す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
細
か
く
砕
い
た

氷
を
一
緒
に
よ
く
混
ぜ
て
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
ジ
ュ
ー
ス
と
い
う
飲
み
物
を
作

り
ま
す
。
夏
の
暑
い
季
節
に
最
も
人

気
が
あ
る
飲
み
物
で
す
。
昔
、
冷
蔵

庫
が
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
冬
季
に

泉
水
を
盆
の
中
に
入
れ
て
、
氷
を
作

り
、
地
下
の
氷
室
に
貯
蔵
し
て
、
夏

に
な
っ
た
ら
少
し
ず
つ
出
し
て
ヨ
ー

グ
ル
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。

○
　
ド
ラ
茶
（
健
康
茶
）

　
ド
ラ
茶
は
全
て
砂
漠
の
植
物
の
中

か
ら
薬
草
と
な
る
も
の
を
選
ん
で
作

っ
た
飲
み
物
で
す
。
精
選
加
工
さ
れ

た
薬
草
を
お
茶
に
入
れ
て
飲
み
ま
す
。

ド
ラ
茶
は
疲
労
回
復
、
神
経
衰
弱
、

慢
性
病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
通
中

心
地
帯
に
あ
る
新
疆
の
ウ
イ
グ
ル
社

会
も
東
西
の
経
済
風
を
受
け
、
近
代

的
な
飲
み
物
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
き

ま
し
た
。
日
本
に
あ
る
近
代
的
飲
み

物
は
ほ
と
ん
ど
全
部
あ
り
ま
す
。
昔

か
ら
あ
る
飲
み
物
を
好
む
の
は
年
寄

り
、
近
代
的
な
飲
み
物
を
好
む
の
は

若
者
と
い
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
私
自
身
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
昔
か
ら
あ
る
飲
み
物
が
好

き
で
す
。

中国ウイグル族の飲み物中国ウイグル族の飲み物
　
「
日
本
は
お
茶
の
国
だ
」
「
日
本

は
飲
み
物
の
国
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、

日
本
の
友
人
と
一
緒
に
お
い
し
い
日

本
茶
や
、
緑
茶
、
紅
茶
な
ど
を
飲
ん

で
い
る
時
に
強
く
感
じ
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
友
人
た
ち
か
ら
「
あ
な
た
の

故
郷
に
は
ど
ん
な
飲
み
物
が
あ
り
ま

す
か
」
「
ウ
イ
グ
ル
人
が
住
ん
で
い

る
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
に
は
飲
み
水

が
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。

　
砂
漠
の
周
辺
に
住
ん
で
い

る
ウ
イ
グ
ル
人
の
飲
み
物

は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ

う
。

　
今
回
は
、
ウ
イ
グ

ル
の
昔
か
ら
あ
る
飲

み
物
を
い
く
つ
か
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
　
神
泉
の
水

　
タ
リ
ム
盆
地
の
北
に
あ
る
バ

ー
イ
の
キ
ジ
ル
に
千
仏
洞
と
い
う
場

所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
千
仏
洞
が
あ

る
山
、
す
な
わ
ち
天
山
の
南
麓
に

「
涙
の
泉
」
と
呼
ば
れ
る
「
神
泉
」

が
あ
り
ま
す
。
数
千
年
来
、
山
の
岩

石
の
割
れ
目
か
ら
落
ち
て
く
る
滴
に

よ
っ
て
小
さ
な
泉
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
ウ
イ
グ
ル
の
美
し
い

恋
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
伝
説
が
あ

る
の
で
、
病
気
に
な
っ
た
人
、
失
恋

し
た
若
い
男
女
、
病
気
で
目
が
悪
く

な
っ
た
人
々
も
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か

　

ら
「
神
泉
」
ま
で
来
て
、
湧
き
水
を

飲
ん
だ
り
、
顔
を
洗
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
水
は
非
常
に
清
浄
で
甘
み
が
あ

る
の
で
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
人

々
の
飲
み
物
に
な
り
ま
し
た
。

○
　
フ
ァ
ミ
ル
の
鉱
泉
水

　
タ
リ
ム
盆
地
の
西
南
端
に
あ
る
カ

ラ
ー
コ
リ
湖
の
近
く
に
あ
る
鉱
泉
の

水
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
で
す
。

ウ
イ
グ
ル
人
は
昔

か
ら
泉
水
あ
る

い
は
生
水
を
好

ん
で
き
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
天

山
山
脈
の
北
と

南
麓
の
丘
陵
地

帯
に
泉
が
た
く
さ

ん
あ
る
か
ら
で
す
。

○
　
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

　
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
は
中
央
ア
ジ
ア
の

タ
リ
ム
盆
地
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
昔
か

ら
の
飲
み
物
で
す
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

途
中
で
疲
労
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
商

隊
）
に
と
っ
て
一
番
の
飲
み
物
で
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
一
般
の
ウ
イ
グ
ル

人
家
庭
で
は
、
朝
食
と
し
て
ナ
ン
を

食
べ
、
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
を
飲
み
ま
す
。

○
　
ヨ
ー
グ
ル
ト
水

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
水
は
夏
の
飲
み
物
で

し
ん
せ
ん

せ
ん
ぶ
つ

ど
う

て
ん
ざ
ん

【予定】●実施期間・・・平成18年４月下旬～５月上旬

　　　　●場　　所・・・赤鉄橋下流（お祭り広場付近）

（社）四万十市観光協会 （35）4171
（本庁）商工観光課　　 （34）1783

問い合わせ
受け付け先

　(社)四万十市観光協会では、こ

どもの日に合わせ「こいのぼりの

川渡し」を行います。

　ご家庭で使わなくなった「こい

のぼり」がありましたら、ご寄付

ください。

大好きな足摺岬大好きな足摺岬

　
吉
良
正
平
さ
ん
（
具

同
）
よ
り
、
市
の
発
展

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、
還
暦
を
機
に
61
万

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
市
民
の
た
め
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄付のお礼寄付のお礼寄付のお礼

○
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く10

　
「
ふ
る
さ
と
は
世
界
の
中
心
」
で

す
。
姿
か
た
ち
は
美
し
く
な
く
と
も

母
親
と
同
じ
で
「
世
界
で
一
番
」
だ

と
、
誰
で
も
思
っ
て
い
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ

と
さ
え
も
、
被
差
別
地
区
と
よ
ば
れ

た
地
域
で
育
っ
た
人
た
ち
に
は
、
生

ま
れ
故
郷
を
名
乗
り
た
く
な
い
と
い

う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
隠
し
た
の
で
は

差
別
は
決
し
て
無
く
な
ら
な
い
。
胸

を
張
っ
て
わ
が
ふ
る
さ
と
を
解
っ
て

も
ら
お
う
、
と
い
う
の
が
同
和
教
育

の
本
筋
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
島
崎
藤
村
の
小
説
『
破
戒
』
を
ご

存
じ
の
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
作
品

は
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）
に
、

信
州
の
被
差
別
部
落
の
出
身
者
瀬
川

丑
松
を
主
人
公
と
し
て
書
か
れ
た
も

の
で
す
。
彼
は
父
親
か
ら
「
偉
く
な

り
た
か
っ
た
ら
、
生
ま
れ
故
郷
を
名

乗
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
わ
れ
て
育

ち
ま
す
。
忠
実
に
父
の
教
え
を
守
っ

て
成
長
し
教
師
に
な
り
ま
す
が
、
本

を
読
み
、
新
し
い
考
え
方
を
身
に
つ

け
て
い
っ
た
彼
は
、
父
の
教
え
「
戒
」

を
疑
い
始
め
、
つ
い
に
は
そ
れ
を

「
破
」
る
方
へ
と
考
え
が
動
い
て
行

き
ま
す
。
そ
う
し
て
、
「
阿
爺
さ
ん
、

堪
忍
し
て
下
さ
い
」
と
、
亡
父
に
あ

や
ま
り
な
が
ら
、
彼
の
教
え
子
で
あ

る
高
等
四
年
生
み
ん
な
の
前
で
告
白

し
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
テ
キ
サ
ス
の

農
場
へ
と
新
天
地
を
求
め
て
去
っ
て

行
き
ま
す
。

　
こ
の
小
説
は
、
文
学
界
だ
け
で
な

く
世
間
で
も
た
い
へ
ん
問
題
に
な
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
で
藤
村
は

一
躍
有
名
な
作
家
と
な
る
の
で
す
が
、

そ
の
後
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に

か
け
て
、
出
版
停
止
に
ま
で
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
理
由
は
、
新
た
な
差

別
を
お
こ
す
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
長
い
戦
争
が
終
わ
っ
て
、
破
戒
は

再
び
元
の
姿
の
ま
ま
に
私
た
ち
の
前

に
現
れ
ま
す
。
こ
の
本
か
ら
教
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
を
「
隠
さ

な
い
」
と
言
う
こ
と
で
す
。
ど
ん
な

に
隠
し
て
い
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
、

誰
か
ら
と
も
な
く
「
部
落
」
を
告
げ

口
し
て
、
無
意
味
な
差
別
を
蒸
し
返

そ
う
す
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
打
ち
勝
つ
に
は
、
「
隠
せ
」
で
は

勝
て
ま
せ
ん
。
堂
々
と
ふ
る
さ
と
を

名
乗
り
、
差
別
の
愚
か
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。
最
近
は
マ
ス
コ

ミ
な
ど
も
黙
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ

う
に
み
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
日
常
会

話
も
含
め
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

こ
の
問
題
か
ら
逃
げ
出
さ
な
い
社
会

で
あ
り
た
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
衞
　

　
　

 「お誕生おめでとう」、「ご冥

福をお祈りします」のコーナー

への掲載については、ご家族の

希望を聞いて掲載することとして

います。

　掲載を希望される場合は、（本

庁）市民課 （３４）1113まで必ず

ご連絡ください。

          （
平
成
17
・
12
・
６
〜
平
成
18
・
１
・
５
届
分
）

          （
平
成
17
・
12
・
６
〜
平
成
18
・
１
・
５
届
分
）

住
　
所
　
　 

　  

　

赤
ち
ゃ
ん  
　

　
　  

　
保
護
者

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

広聴ファックス 広聴メール

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤル し こ く ななはちなな

み な さ ん の 声 を 聴 か せ て く だ さ い
　市民の皆さん一人ひとりが持っている市政に対する意見、提言や
苦情、要望などを聴くために設置しています。
　「開かれた市政」を推進していくうえでの目標は、市民の皆さん
への行政サービスの向上にあります。そのために市民の皆さんのご
意見、ご要望をお聴かせください。

四万十市公式ホームページ上に設けています

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /

お
と
っ

か
ん
に
ん

■養生健康相談　今月のテーマ「高血圧」　２月23日（木）14時～17時、健康管理センター。事前にお申し込みください。
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古紙再生率100％再生紙を使用しています。 この冊子は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

◎一般健康相談

月　日 時　　間 場　　　所

2月14日（火） 

20日（月） 

　　　　　 

21日（火） 

24日（金） 

27日（月） 

　　　　 

　　　　 

3月3日（金） 

6日（月） 

　　　　

　　　　

7日（火） 

　　　　

勝間小学校

大屋敷集会所

荒川集会所

具同地区集会所

勝間川農産物加工所

常六集会所

森沢集会所

有岡老人憩の家

上ノ土居公会堂

古津賀第1団地集会所

磯ノ川集会所

生ノ川集会所

三里集会所

安並尾崎集会所

月の

健 康 カ レ ン ダ ー

◎乳幼児（赤ちゃん）相談

月　日 時　　間

2月14日（火） 

3月6日（月） 

7日（火） 

健康管理センター

古津賀第1団地集会所

大川筋診療所

Feb

場　　所

月　日 受付時間

２月17日（金）  健康管理センター12：50～13：30

場　　所

※保育士と保健師による赤ちゃんの、タッチ
　ケア教室です。乳幼児（赤ちゃん）相談の場
　所で行っています。特に持参するものはあ
　りません。

 9：30～11：00

月　日　 時　　間 場　　所

2月14日（火）  健康管理センター

◎ママタッチ教室

〃

〃

〃

〃

〃

〃
※対象者・・・平成14年６月生まれの方  
 　　　　　　（個人通知します） 

◎３歳児健診

月　日 受付時間

2月15日（水） 

22日（水） 

3月1日（水） 

8日（水） 

 健康管理センター12：50～13：30

場　　所

◎乳児健診

　＊西土佐地域の検診等のお知らせは
　　西土佐保健センター新聞をご覧く
　　ださい。

問い合わせ先

（本　　庁）保健介護課
（３４）１１１５

（総合支所）保健福祉課
（５２）１１３２

222

※対象者には個人通知します。

～健康は自分で～１年に１度は検診を

※皆さまのご協力をお願いします。   
   　　～みんなで助け愛･･･愛の献血～  

中央公民館

四万十市立市民病院

高知県立中村高等技術学校

四万十市役所

13：00～16：30

　9：00～12：30

14：15～16：30

　9：00～12：30

　9：30～11：00

10：30～11：00

10：30～11：00

10：00～10：30

13：30～14：00

10：00～10：30

　9：30～10：00

10：00～10：30

13：30～14：00

13：30～14：00

10：00～10：30

　9：30～10：00

10：00～10：30

　9：30～10：00

13：30～14：00

14：00～14：30

　9：30～10：00

2月15日（水）  

　　　16日（木）  

　　　17日（金）  

◎献　血
月　日　 時　　間 場　　所

有料広告を掲載しています。掲載を希望する方は企画広報課　 （３４）６１２８までご連絡ください。

※対象者・・・平成16年６月生まれの方
                     （個人通知します）

健康管理センター 12：50～13：30３月９日（木） 

◎1歳9カ月児健診
月　日　 受付時間 場　　所

●●●●●麻しんと風しんの予防接種を受けましたか

   平成18年4月1日から麻しん、風しんの予防接種は、混合ワクチンによる第

1 期と第2期の2回接種となります。        

　　第1期・・・1歳から2歳までの1年間　　　　　　　

　　第2期・・・小学校入学前の1年間        

　現時点で1歳から7歳6カ月未満のお子さんで市から個別通知があった方は、

平成18年3月31日までに接種を完了することをお勧めします。        

    平成18年4月1日以降は、混合ワクチンの接種のみとなりますので、現在の

予防接種法に基づく麻しんと風しんの予防接種はできなくなります。（なお、

接種を受ける場合は、予防接種法に基づかない任意接種となり、有料になり

ます）        

ＣＣ

kikaku
テキストボックス
広告掲載スペース 


